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令和３年第３回藍住町議会定例会会議録（第１日） 

令和３年９月６日藍住町議会定例会は、藍住町議会議事堂に招集された。 

１ 出席議員 

１番議員 前田 晃良 ９番議員 鳥海 典昭 

２番議員 竹内 君彦 １０番議員 小川 幸英 

３番議員 米本 義博 １１番議員 林   茂  

４番議員 永浜 浩幸 １２番議員 奥村 晴明 

５番議員 宮本 影子 １３番議員 佐野 慶一  

６番議員 森  伸二 １４番議員 森  志郎 

７番議員 近藤 祐司 １５番議員 平石 賢治 

８番議員 紙永 芳夫 １６番議員 西川 良夫 

２ 欠席議員 

     なし 

３ 議会事務局出席者 

   議会事務局長 大塚 喜美枝          主幹  山瀬 佳美 

４ 地方自治法第１２１条の規定に基づく説明者 

町長 髙橋 英夫 

副町長 奥田 浩志 

副町長 吉成 浩二 

監査委員 林 健太郎 

教育長 青木 秀明 

教育次長 賀治 達也 

会計管理者 谷渕 弘子 

総務企画課長 梯  達司 

福祉課長 近藤 政春 

税務課長 齊藤 秀樹 

健康推進課長 江西 浩昭 

社会教育課長 近藤 孝公 

住民課長 増原 浩幸 

生活環境課長 橋本 清臣 

建設産業課長 東條 芳重 
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上下水道課長 佐野 正洋 

５ 議事日程  

 （１）議事日程（第１号） 

第１  会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議第５０号 令和２年度藍住町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

第４  議第５１号 令和２年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入

歳出決算の認定について 

第５ 議第５２号 令和２年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出

決算の認定について 

第６  議第５３号 令和２年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入

歳出決算の認定について 

第７  議第５４号 令和２年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳

入歳出決算の認定について 

第８  議第５５号 令和２年度藍住町水道事業会計利益の処分及び歳入

歳出決算の認定について 

第９  議第５６号 令和２年度藍住町下水道事業会計歳入歳出決算の認

定について 

第１０  議第５７号 令和３年度藍住町一般会計補正予算について 

第１１  議第５８号 令和３年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算

について 

第１２  議第５９号 藍住町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 

第１３  議第６０号 藍住町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について 

第１４  議第６１号 藍住町介護保険条例の一部改正について 

第１５  報告第７号 令和２年度財政健全化判断比率の報告について 

第１６  報告第８号 令和２年度水道事業会計資金不足比率の報告につい

て 
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第１７  報告第９号 令和２年度下水道事業会計資金不足比率の報告につ

いて 

第１８  報告第１０号 令和２年度藍住町継続費精算報告書の報告について 
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令和３年藍住町議会第３回定例会会議録 

９月６日 

午前１０時開会 

○議長（西川良夫君） おはようございます。本日は、令和３年第３回藍住町議会

定例会に、御出席をくださいまして、ありがとうございます。 

 ただいまから、令和３年第３回藍住町議会定例会を開会いたします。 

 

○議長（西川良夫君） 日程に入るに先立ちまして、諸般の報告をいたします。 

本日までに１件の陳情書の提出がありますので、お手元に陳情受付表をお配りして

おります。後ほど、ごらんいただきたいと思います。 

 

○議長（西川良夫君） これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布したとおりです。 

 

○議長（西川良夫君） 日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本会期の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、７番議員、近

藤祐司君及び８番議員、紙永芳夫君を指名いたします。 

 

○議長（西川良夫君） 日程第２、「会期の決定について」を議題にします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月２２日までの１７日間にし

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔｢異議なし｣の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から９月

２２日までの１７日間に決定いたしました。 

 

○議長（西川良夫君） 日程第３、議第５０号「令和２年度藍住町一般会計歳入歳

出決算の認定について」から、日程第１４、議第６１号「藍住町介護保険条例の一

部改正について」までの１２議案及び日程第１５、報告第７号「令和２年度財政健

全化判断比率の報告について」から、日程第１８、報告第１０号「令和２年度藍住

町継続費精算報告書の報告について」までを一括議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 
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髙橋町長。 

〔町長 髙橋英夫君登壇〕  

◎町長（髙橋英夫君） おはようございます。さて、本日、令和３年第３回定例会

を招集いたしましたところ、議員各位には、御多忙中にもかかわりませず、御出席

を賜り厚くお礼を申し上げます。 

８月１１日から２１日頃にかけて日本列島周辺に停滞した前線の影響で、西日本

から東日本の広い範囲で大雨となりました。特に、九州地方や中国地方では記録的

豪雨に見まわれ、土砂災害や河川氾濫に伴う家屋等の倒壊、浸水など、甚大な被害

が発生し、１２名の尊い命が失われました。被害を受けられた皆様にお見舞い申し

上げますとともに、亡くなられた方に心より御冥福をお祈り申し上げます。併せて

早期に復旧し、安心した生活が送られますことを心から願うものであります。 

議長から、提案理由の説明を求められたところでありますが、説明に先立ち、行

政報告を申し上げ、一層の御理解を賜りたいと存じます。 

まず、新型コロナウイルス感染症についてであります。 

全国的にデルタ株が猛威を振るい５度目の大きな感染の波、いわゆる第５波の真

っ只中にあり、２１都道府県に緊急事態宣言、１２県にまん延防止等重点措置の強

い措置が、人口比で約８７パーセント、全国の約７割の地域で、発令、適用されて

いる状況となっております。 

 県内においても８月の感染者数は９５４人となり、これまで最大であった４月の

感染者数７７３人を大きく上回る驚異的な数字となりました。 

本町におきましても県内で発生した複数のクラスター等の影響を受け、感染者数

は若年層を中心に急増し、８月の感染者数は４９人と過去最大の感染者数となり、

町有施設の開館時間短縮の措置、飲食店に対する営業時間の短縮要請など、県と協

調して対策を講ずるとともに様々な媒体を通じ町民の皆様に感染防止のメッセージ

を発信してまいりました。 

引き続き気を緩めることなく、緊張感を持って対応に当たってまいります。 

次に、新型コロナウイルス収束の切り札と言われておりますワクチン接種につい

てであります。 

本町におきましては、４月の中旬から医療従事者、高齢者施設の入所者への接種

を皮切りに順次対象を拡大し、７月末までに全ての対象者に接種券を送付するとと

もに８月には、医療機関での個別接種に加え町民体育館での集団接種を開始したと
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ころであります。９月６日時点におけるワクチンの接種者数は、１回目の接種終了

者が２万１，１８５人、２回目の接種終了者が１万８，２２６人。率にして、１回

目接種者が６７パーセント、２回目接種者が５７．６パーセントとなっており、引

き続き政府の目標としている１０月から１１月の早い時期までに希望者への接種が

終えられるよう鋭意進めてまいります。 

今後ともワクチン接種が円滑に進み安心して過ごせる日常を取り戻せるよう、県

や町医師会との緊密な連携のもと全力で取り組んでまいります。 

次に、町独自の経済対策についてであります。 

本町におきましては、外出自粛や感染予防への協力により多大な影響を受けてい

る民間事業者や町民の皆様への支援策を積極的に展開しております。 

３月議会においては、障がい者やひとり親家庭の子供に商品券１万円をお届けす

る事業をお認めいただき速やかに事務処理を進め７月には、それぞれ送付いたした

ところであります。 

これらの事業に加え、先の６月議会でお認めいただいた低所得の子育て世帯に児

童１人当たり５万円を支給する子育て世帯生活支援特別給付金事業について、まず

は申請が不要な１４７世帯、２６６人に対し、９月１０日に支給を行うこととして

おります。 

また、１世帯に１セット、１万５，０００円の商品券を１万円で購入いただくプ

レミアム率５０パーセントの地域活性化商品券の販売を７月１５日から開始し、８

月末現在で町内世帯数の半数を超える約８，２００世帯の皆様に購入いただいてお

ります。 

これらの事業の円滑な実施をとおし、町内経済の活性化、町民の皆様の生活支援

につなげてまいります。 

次に、学校施設の整備といたしましては、トイレの環境改善を目的として国の補

助金を活用し、町内４小学校における乾式化及び洋式化整備工事を各校２つの工期

に分け実施しております。 

現時点では、一期工事について北小学校と南小学校は完成し、西小学校と東小学

校は、１０月上旬の完成を予定しており、二期工事については、いずれも年度内の

完成を予定しております。 

 また、東幼稚園トイレ整備工事については、２月末の完成を予定しており小中学

校特別教室の空調整備工事については、年内完成を目指し間もなく着工予定となっ
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ております。今後とも、子供たちが学習しやすい環境作りを更に進めてまいります。 

次に、藍の魅力発信についてであります。 

５月１０日にオープンいたしました、あいずみ藍工房については、藍染め体験や

藍を使ったワークショップを始めとする藍の普及推進はもとより、東部地区協、福

寿会の会議にも御利用いただいており幅広く多様な世代が交流する施設として活用

しております。 

また、藍に親しむイベントとして、７月の「とくしま藍推進月間」に併せて開催

しております藍ｄe グルメでは、藍染製品を身につけ町内の協力店舗を利用した方

が、昨年の３７７名から今年は１，１７１名と大幅に増加し、イベントの定着とと

もに、藍のまち藍住町のＰＲが図られたところであります。 

今後とも町内外に向け、本町で半世紀ぶりに復活した阿波藍の魅力を発信してま

いります。 

これより、提案理由の説明を申し上げたいと存じます。 

 議第５０号「令和２年度藍住町一般会計歳入歳出決算の認定について」は、歳入

総額が１６２億９，２８４万２０４円、歳出総額が１５３億６，４７１万１，９３

６円、差引き９億２，８１２万８，２６８円となり、このうち繰越明許費に係る繰

越財源が２億９，６６２万６，０００円であり、実質収支額は、６億３，１５０万

２，２６８円となっております。更に、実質収支額の１０パーセント相当額、７，

０００万円を財政調整基金へ繰入れするため、差引き５億６，１５０万２，２６８

円が令和３年度への繰越額となりました。 

議第５１号「令和２年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入歳出決算の認

定について」は、歳入総額が３４億８，０２１万６，１４６円、歳出総額が３３億

６，０６１万２，０２５円、差引きが１億１，９６０万４，１２１円となり、令和

３年度への繰越額となりました。今後、一層の医療費の適正化に努めてまいります。 

議第５２号「令和２年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出決算の認定に

ついて」は、歳入総額が２７億１，２９１万５，７８７円、歳出総額が２６億３，

２８３万８，５１８円、差引き８，００７万７，２６９円となっております。 

 このうち、繰越明許費に係る繰越財源が１７０万円であり、実質収支額は、７，

８３７万７，２６９円となり、令和３年度への繰越額となりました。また、歳出の

うち、介護保険給付費は２４億７９４万７，６０８円で、前年度と比較して約２パ

ーセント増加しております。 
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議第５３号「令和２年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入歳出決算の認

定について」は、歳入総額が８８４万５，８２０円、歳出総額が８７２万６，００

０円、差引き１１万９，８２０円となり、令和３年度への繰越額となりました。 

議第５４号「令和２年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳入歳出決算の

認定について」は、歳入総額が３億９，６６５万６，６１０円、歳出総額が３億８，

４５９万１，２６２円、差引き１，２０６万５，３４８円となり、令和３年度への

繰越額となりました。なお一層の高齢者福祉の増進に努めてまいります。 

議第５５号「令和２年度藍住町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算の認定

について」は、収益的収支で、収入総額が５億５，８５３万５，５２０円、支出総

額が４億５，４７８万９，５５５円、消費税経理の後、７，０４８万６，３４２円

の当年度純利益を計上し、剰余金の処分は、減債積立金に１，０００万円、建設改

良積立金に８，０００万円を積み立ていたしたいと考えております。 

資本的収支では、収入総額が１億６，１１８万６，９２０円、支出総額が３億９，

７８８万２，９２２円、資本的収支不足額が、２億３，６６９万６，００２円とな

り、消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保資金等で全額補填をいたして

おります。今後とも水道事業の使命であります安全な水の安定供給を基本とし、サ

ービスの向上と健全な水道事業経営に努めてまいります。 

議第５６号「令和２年度藍住町下水道事業会計歳入歳出決算の認定について」は、

収益的収支で、収入総額が２億９，４９９万９，１１８円、支出総額が２億２，８

９９万６９６円、消費税経理の後、６，５７３万２６１円の当年度純利益を計上い

たしました。 

資本的収支では、収入総額が１億６，２９９万５，０００円、支出総額が２億２，

０５１万１９０円、資本的収支不足額が５，７５１万５，１９０円となり、当年度

分損益勘定留保資金等で全額補填をいたしております。今後とも、一層の下水道事

業の効率化を図り事業推進に努めてまいります。 

議第５７号「令和３年度藍住町一般会計補正予算について」は、歳入歳出とも１

億３，９００万円追加し、予算総額を１１６億２，６００万円とするものです。 

歳出補正の主な内容を申し上げます。民生費では、医療介護提供体制改革推進事

業補助金４，１１５万１，０００円増額。 

衛生費では、新型コロナワクチン接種事業９０３万円増額。 

土木費では、道路簡易舗装費２，０００万円増額、及び、一般町道新設改良費２，
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８４０万円増額。 

教育費では、勝瑞城館跡整備事業費６５２万３，０００円増額。 

その他、事業実施見込みや国・県の補助金の状況などにより、歳出過不足の補正

を行うことといたしました。 

歳入では、歳出に対する国・県の補助金のほか、地方特例交付金で１，６３１万

３，０００円減額、国庫支出金で１，７１４万円増額、県支出金で４，１６６万円

増額、町債で２，４３０万円増額、令和２年度決算により、繰越金で３億２，６１

９万４，０００円増額、繰入金で２億５，３９８万１，０００円減額を行うもので

あります。  

議第５８号「令和３年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算について」は、 

歳入歳出とも１０７万３，０００円減額し、総額２８億４，２５５万２，０００円

とするものです。  

 補正の主な内容は、総務費では、地域密着介護サービス事業者等整備補助金を一

般会計への組替えをするため４，１１５万１，０００円減額。 

保険給付費では、介護サービス給付費２，８７７万８，０００円増額。諸支出金

では、国庫支出金等精算返納金１，１３０万円増額するものであります。 

議第５９号「藍住町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正について」及び議第６０号「藍住町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について」は、事業者及び職

員等が行う記録及び当該情報の提供において、国の基準の改正により、書面に加え

電磁的方法が広く認められたため、本条例の一部を改正するものであります。 

議第６１号「藍住町介護保険条例の一部改正について」は、新型コロナウイルス

感染症の影響により収入が減少したこと等による介護保険第１号被保険者の保険料

の減免期間を令和４年３月３１日まで延伸するため本条例の一部を改正するもので

あります。 

また、これらの議案以外に報告案件といたしまして、令和２年度の財政健全化判

断比率と水道事業会計及び下水道事業会計の資金不足比率について、令和２年度藍

住町継続費精算報告書の報告について、それぞれ報告をさせていただいております

ので、後ほどごらんいただき、御理解を賜りたいと存じます。 

以上、決算関係で７件、補正予算で２件、条例関係で３件、計１２議案について、

その提案理由と概要を申し上げましたが、何とぞ十分御審議の上、全議案について



- 10 - 

原案どおりお認めをいただきますよう、お願いをいたしまして、提案理由の説明と

いたします。  

○議長（西川良夫君） 小休します。 

 午前１０時２３分小休 

 

〔小休中に消毒をする〕 

 

 午前１０時２４分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

続きまして、監査報告について、本定例会に上程されております議案のうち、決

算に関する案件が７件ございますので、ただいまから審査結果について、林監査委

員から報告を求めます。 

 林監査委員。 

〔監査委員 林健太郎君登壇〕  

◎監査委員（林健太郎君） 議長から監査結果の報告を求められましたので、代表

いたしまして審査結果の御報告を申し上げたいと思います。 

それでは、令和２年度藍住町一般会計歳入歳出決算審査の結果から御報告申し上

げます。 

審査は、８月３日と１２日の両日実施をいたしました。審査の結果の総括的な意

見といたしまして、会計処理については、町条例及び役場処務規程並びに財務規則

にのっとり処理されております。また、収入支出の決算額につきましては、出納証

書類を照合の上、更にその内容につき検討を加え審査をいたしました結果、決算書

は、収入、支出の状況並びに財産増減の状況が正しく示されており、その内容につ

きましても適正なものと認定をいたしました。 

国、地方ともに財政状況は依然として厳しい中、新型コロナウイルス感染症も収

束の兆しが見えず、住民への不安も広がる一方であります。今後も、国内外情勢の

動向により不安要素が増し、かつてない厳しい財政状況になるものと思われます。 

本町は健全な財政を維持しているものの少子高齢化の進展に伴う社会保障費の増

大、老朽化した公共施設の改修、コロナ禍による地方税、地方交付税の減少及び社

会変化等により、行政の果たす役割は今後ますます増え多額の財政需要が見込まれ

ています。 
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今後の事務執行に当たっては、コロナ禍等による景気の動向に注視し、事務事業

を不断に見直し、計画的に事業を推進するとともに、このような状況の中、多様化

する住民のニーズに対応するため、住民生活を第一に考えながら、限られた財源の

効率的な配分と経費節減に努められ、将来にわたり自立的、安定的で持続可能な行

財政運営に努められるように、なお一層、職員一丸となって取り組まれるようお願

いいたします。 

事務的な面や専門的な事項については、決算審査時において、その都度、個々に

意見を申し上げたところであります。なお、町税などの未納額については、圧縮に

努めるとともに、債権管理の徹底を図り、住民が不公平感を抱くことがないよう、

一段の積極的な取組をお願いいたします。 

次に、令和２年度藍住町特別会計、国民健康保険事業、介護保険事業、介護サー

ビス事業、後期高齢者医療事業の４つの特別会計及び水道事業会計、下水道事業会

計の歳入歳出決算の審査結果について御報告申し上げます。 

審査は、７月１５日に実施をいたしました。それぞれの決算書について、出納証

書類を照合の上、更にその内容について検討を加え、審査いたしました結果、会計

処理は町条例等の諸規定に基づき適正に処理され、また、決算書は、収入、支出の

状況、事業活動の状況並びに財産増減の状況が正しく示されており、その内容も適

正なものであると認定をいたしたところであります。 

独立した事業会計として設けられた特別会計でありますが、比較的若い世代の人

口増による本町の財政運営は、厳しい状況にあります。制度の維持運営を図るため、

一般会計から一般財源を繰入れており、その繰入金は増加傾向にあります。  

また、国が頻繁に行う事業の見直しや制度改正への対応は、大きな負担となって

おります。このような状況の中、住民生活を第一に考え、将来を見据えた視点に立

ち、理解を得られるような事業運営に努めるとともに、他会計、他事業、相互に関

連するものについては調整を図り、事務事業の効果的、効率的な運営、また、経費

の削減に取り組んでいただきたいと思います。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少し、一定の要件を満た

す被保険者への減免制度については、引き続き周知に努めるとともに、滞納繰越分

に対する収納対策については、今後も一段の努力をされるよう申し添えさせていた

だきます。以上、監査結果の報告とさせていただきます。 
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○議長（西川良夫君） ただいま議題となっています議第５０号から議第６１号ま

では、先ほど提案理由の説明がありました。上程されております１２議案について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○議長（西川良夫君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

○議長（西川良夫君） お諮りします。ただいま、議題となっております１２議案

については、会議規則第３９条第１項の規定により、それぞれ所管の常任委員会に

付託して十分審査をしていただきたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

〔｢異議なし｣の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議第５０号から議第６１号までの各議案は、お手元に配りました議

案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託することに決定いたしました。 

 

○議長（西川良夫君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

お諮りいたします。議案調査、委員会審査のため９月７日から９月１４日までの

８日間を休会としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔｢異議なし｣の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。したがって、９月７日から９月１４

日までの８日間を休会とすることに決定しました。なお、次回本会議は、９月１５

日午前１０時、本議場において再開いたしますので、御出席をお願いいたします。   

本日は、これで散会といたします。    

 午前１０時３０分散会 
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令和３年第３回藍住町議会定例会会議録（第２日） 

令和３年９月１５日藍住町議会定例会は、藍住町議会議事堂において再開された。 

１ 出席議員 

１番議員 前田 晃良 ９番議員 鳥海 典昭 

２番議員 竹内 君彦 １０番議員 小川 幸英 

３番議員 米本 義博 １１番議員 林   茂 

４番議員 永浜 浩幸 １２番議員 奥村 晴明 

５番議員 宮本 影子 １３番議員 佐野 慶一 

６番議員 森  伸二 １４番議員 森  志郎 

７番議員 近藤 祐司 １５番議員 平石 賢治 

８番議員 紙永 芳夫 １６番議員 西川 良夫 

２ 欠席議員 

     なし 

３ 議会事務局出席者 

   議会事務局長 大塚 喜美枝          主幹  山瀬 佳美 

４ 地方自治法第１２１条の規定に基づく説明者 

町長 髙橋 英夫 

副町長 奥田 浩志 

副町長 吉成 浩二 

監査委員 林 健太郎 

教育長 青木 秀明 

教育次長 賀治 達也 

総務企画課長 梯  達司 

福祉課長 近藤 政春 

健康推進課長 江西 浩昭 

生活環境課長 橋本 清臣 

建設産業課長 東條 芳重 
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５ 議事日程 

  議事日程（第２号） 

第１ 一般質問 

  

 

２番議員 竹内 君彦 

１０番議員 小川 幸英 

１５番議員 平石 賢治 

１１番議員 林    茂 

１番議員 前田 晃良 
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令和３年藍住町議会第３回定例会会議録 

９月１５日 

午前１０時開議 

○議長（西川良夫君） おはようございます。ただいまから、本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事日程は、お手元に配布したとおりです。 

                                                  

○議長（西川良夫君） 日程第１、「一般質問」を行います。一般質問の通告があ

りましたのは５名であり、これより既定の順序によりまして一般質問を許可いたし

ます。 

また、あらかじめお願いをしておきます。質問時間は１時間となっております。

質問者は通告内容に基づき、質問の趣旨を明確にして質問してください。理事者は、

質問内容に的確に答弁をするようお願いいたします。 

 

○議長（西川良夫君） それでは、まず初めに２番議員、竹内君彦君の一般質問を

許可いたします。 

竹内君彦君。 

〔竹内君彦君登壇〕 

●２番議員（竹内君彦君） マスクを外させていただきます。 

議長の許可を頂きましたので、一般質問を行います。新型コロナウイルスのワク

チン接種について、質問させていただきます。 

  新型コロナウイルスについては、国内での感染者の発生から既に１年半以上が経

過しておりますが、ウイルスは変異を繰り返し、現在は従来株の感染力が２倍とも

言われるインド由来のデルタ株が猛威を振るっております。県内においても、全国

と同様にデルタ株の感染者が多くを占めており、藍住町でも、先月には前例のない

感染者数が確認されたところです。 

 １日も早く新型コロナを収束させ、これまでの日常を取り戻すためには、ワクチ

ン接種を強力に推進していく必要があります。今回の第５波の感染者数を見ると、

ワクチン接種が進んだ高齢者の感染は大幅に減少しており、ワクチンの有効性が改

めて認識されるところであります。高齢者へのワクチン接種については、希望する

方への接種を７月末までに終了させるとの国の方針に従い藍住町においても積極的
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に進められてきたかと思います。 

 そこで、まず、藍住町の高齢者へのワクチン接種の状況について、お伺いいたし

ます。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 

   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 竹内議員さんから御質問いただきました高齢者へのワクチ

ン接種について、御答弁させていただきます。 

 本町におきましては、まずは高齢者施設に入所する方を対象に４月１９日から接

種を開始し、その後、５月１０日から在宅の高齢者を対象に接種を進めてきたとこ

ろです。また、今年度当初には、町職員でワーキングチームを編成し、希望する高

齢者を誰一人取り残さず接種してもらうにはどうすれば良いか検討を重ね、対応し

てまいりました。この結果、高齢者の皆さんの速やかな接種につなげるため、６月

１９日には、町と連携協定を締結している四国大学の学生さんの協力のもと、役場

１階に予約支援窓口を設置し、パソコン操作に不慣れな高齢者の皆さんを積極的に

サポートいたしました。さらには、早い段階から予約ができていない高齢者をリス

トアップし、町の包括支援センターや民生委員、介護サービス事業者が連携し、接

種の意向確認や接種予約の声掛け、訪問しての予約代行など、町ぐるみ、地域ぐる

みで高齢者の接種に向けた取組を行うことができたものと考えております。 

 高齢者に代わって、自らの電話やスマートフォンを使っての予約代行や社会福祉

協議会で用意した車両に頼らず、高齢者の方を直接予約会場や接種会場まで送迎い

ただいた民生委員の皆様には、この場をお借りしてお礼を申し上げます。この結果、

６月末までには、接種を希望する高齢者、約７，８００人の予約を受け付け、７月

末までに接種を完了したところであります。 

 ただ、高齢者の中には、かかりつけ医である特定の医療機関での接種を望まれる

方や体調の関係から７月末までの接種を望まない方も一定数いらっしゃいます。こ

うした方の７月末以降の接種を含め、現時点では約８，１００人が接種を終えてお

り、これは接種券を発送した全高齢者の約８８パーセントとなります。 

 なお、国が公表する接種率は、２０２０年１月１日時点の高齢者の人口をもとに

算定、公表しており、この基準に当てはめると、本町においては９２パーセントの

高齢者が接種を終えており、全国の高齢者の接種率９０パーセントを上回っており

ます。 
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 また、今後は、接種の声掛けを行った際には、体調不良で接種を見合わせていた

方や接種を悩まれていた方について、接種を終えられているかどうかを確認し、改

めて連絡を行うなど、きめ細やかな対応をしてまいります。 

 今後とも、新型コロナウイルス感染症の収束を目指し、ワクチン接種に積極的に

取り組んでまいります。以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 竹内君彦君。 

〔竹内君彦君登壇〕 

●２番議員（竹内君彦君） 藍住町においても、高齢者のワクチン接種は大きく進

んでいるとのことで安心いたしました。 

 次に、ワクチン接種の接種対象となっている１２歳以上の状況についてお伺いい

たします。藍住町の人口は、県内の町村の中では最も多く、一部の市の人口をも上

回り、県内２４市町村の中では上から７番目にあります。人口規模が大きな市では、

県がワクチン接種の支援を行っているところもあるようですが、こうした支援もな

い中で、町内の医療機関の皆さんや職員の方々は本当に御苦労されていると思いま

す。 

 現在、猛威を振るうデルタ株では、ワクチンを２回接種していても感染する、い

わゆるブレイクスルー感染が発生していると言われておりますが、それでも、ワク

チンには免疫力を高め発症や重症化を防ぐ大きな効果があります。 

 そこで、藍住町全体ではワクチンの接種はどのような状況にあるのか、お伺いい

たします。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 

   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 竹内議員さんから御質問いただきました本町におけるワク

チン接種の状況について、御答弁させていただきます。 

 本町におきましては、高齢者の皆様の接種予約が落ち着いた段階で、基礎疾患を

お持ちの方、災害時に重要な役割を担う消防団員の皆様などに接種券を発送、その

後、７月末までには、全ての接種対象者に接種券をお届けし、予約受付を開始いた

しました。この予約受付に当たっては、ワクチン接種を希望する方が接種券到着後

に速やかに予約が行えるよう多くの予約枠を隙間なく確保し、公表することで、効

率よく予約、接種を進めてきたところであります。さらに、８月からは、医療機関

での個別接種に加え、１日当たり６００人規模の大規模な集団接種を町民体育館で
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毎週日曜日に実施し、ワクチン接種を大きく加速させてまいりました。 

 この結果、９月１２日時点における本町のワクチン接種率は、接種対象者３万１，

６５６人に対し、１回目接種者２万２，６６５人、接種率にして約７２パーセント、

２回目接種者１万９，４３７人、接種率にして約６１パーセントとなっております。 

 しかしながら、国からのワクチン配分量について、先月までは、接種を積極的に

進める自治体に優先的に配分がなされておりましたが、接種対象者の８割が２回接

種できる数量をめどに、減少しております。 

 今後はワクチンの配分量と接種希望者のバランスを図りながら接種を進めていく

こととなりますが、引き続き、町内医療機関をはじめとする関係機関と連携し、し

っかりと取組を進めてまいります。以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 竹内君彦君。 

〔竹内君彦君登壇〕 

●２番議員（竹内君彦君） 既に藍住町の多くの方が接種を終了していると御答弁

いただきました。引き続き、積極的な取組をお願いいたします。 

 また、先ほどの御答弁の中にもありましたが、大規模な集団接種を実施し、大き

な進捗が図られたということであり、大変心強く感じております。 

 一方で、ワクチン接種会場となっている町民体育館は１１月末まで使用中止とな

っております。ここにきて、約７割の方に１回目の接種を終えたということであり、

国からのワクチン配分量も減少傾向にある中、町民の親睦の場であり、健康、体力

づくりに欠かせない体育館について、使用中止期間の前倒しを検討してはいかがで

しょうか。御答弁をお願いいたします。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 

   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 竹内議員さんから御質問いただきました町民体育館の使用

中止期間の前倒しについて、御答弁させていただきます。 

 去る６月９日の国会での党首討論において、菅総理が「国民のワクチン接種を１

１月末までに終了する」と表明したことを踏まえ、まだ、その時点では、国から本

町へのワクチン配分量が不透明な状況下ではありましたが、私としては、町民の皆

さんを新型コロナウイルスから守るためワクチン接種を一層加速させるとの強い思

いのもと、町民体育館を１１月末までワクチン接種会場として活用することといた

しました。その後、本町におけるワクチン接種については、関係する皆様の御理解
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と御協力のもと、大きな進捗が図られております。 

 一方で、現在の予約状況を見てみますと、日々の予約受付の件数は徐々に減少し

ており、ワクチン接種を希望される多くの方の予約接種が進捗しているものと思わ

れます。 

 また、町民体育館での集団接種については、これまで午前、午後と１日を掛けて、

接種を進めてきたところですが、午後からの予約枠が埋まらない状況となり、９月

１２日以降は、午前中の３６０人分を予約枠として設定しているところであります。 

加えて、国の方針から本町への大幅なワクチン配分が見込めない状況にもありま

す。 

このため竹内議員御提案のとおり、台風をはじめとする荒天等により、設定して

いる接種日に変更が生じない限り、１０月１７日をもって、体育館での集団接種は

終了いたしたいと考えております。 

 こうして接種が進みましたのも、御不便をお掛けした町内スポーツクラブの方々

を始め、町民の皆様の御理解と御協力あってのことであり、深く感謝申し上げる次

第であります。本当にありがとうございました。 

 今後とも、町民一丸となって、新型コロナウイルス感染症の収束に向け、取り組

んでまいりたいと考えておりますので、御理解、御協力をお願いいたします。 

○議長（西川良夫君） 竹内君彦君。 

〔竹内君彦君登壇〕 

●２番議員（竹内君彦君） 来月１７日のワクチン接種をもって、町民体育館での

集団接種は終了するとのお答えを頂きました。 

 町内のスポーツクラブなどは、体育館の使用を心待ちにしております。私も、子

供たちのバスケットボールの指導を行っており、ワクチン接種がいち早く進み、当

初の期限よりも早い段階で、体育館が使用できるようになるということは、大変喜

ばしいことと思います。今後、荒天などにより、ワクチン接種が延期されることな

く、スムーズに進むことを願っております。 

 最後に、もう１点、感染拡大の鍵となる若い世代へのワクチン接種についてお伺

いいたします。全国的に、高齢者の感染は大幅に減少する一方、ワクチン接種が進

んでいない若い世代の感染が多く見受けられます。藍住町における若い世代のワク

チン接種の状況と、接種率向上にどのように取り組んでいるのかお伺いいたします。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 
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   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 竹内議員さんから御質問いただきました若い世代のワクチ

ン接種の状況と接種率向上への取組について、御答弁させていただきます。 

 現在、猛威を振るうデルタ株の感染者は、若い世代が多くを占めており、先月の

県全体の感染者９５４人のうち、約８割が４０代以下の方であり、本町でも、その

傾向は同様となっております。若い世代へのワクチン接種が重要となっております

が、本町といたしましては、接種はあくまでも本人の希望であり決して強要するよ

うなことがないよう十分な配慮を行いつつ、できる限りの取組を行っているところ

であります。 

 まず、若い世代への接種を始める前の６月には、中学生保護者へのアンケート調

査を実施し、保護者の皆さんからいただいた接種するワクチンの種類や接種後の副

反応、ワクチン接種に伴う差別や偏見など、接種に当たっての疑問や心配の声を解

消するため、国や町の見解を丁寧にお示しし、ホームページに掲載するとともに、

それぞれ文書でお知らせいたしました。 

 また、「学習活動に支障が出ないよう、夏休み中に接種を終えたい」、「医療機

関での個別接種や集団接種を選択できるようにしてほしい」などの要望を踏まえ、

中高生の皆さんへの接種券の優先発送をはじめ、創意工夫を凝らしながら取り組ん

できたところであります。 

 さらに、若い世代に人気がある元サッカー日本代表選手がワクチン接種を呼び掛

ける政府のＣＭ動画を町のホームページにリンクさせるとともに、ワクチンに関す

る誤った情報やデマを払拭する厚生労働省の見解の一部を町の広報誌に掲載し、接

種を検討している方々に発信することとしております。こうした取組の結果、９月

１日時点において、本町では、１回目の接種を終えている３０代以下の方は４６パ

ーセント、４０代の方は６３パーセントとなっており、それぞれ２７パーセント、

４０パーセントである県平均を大きく上回っております。 

 現在、国においては、新型コロナウイルス感染症の出口戦略として、ワクチン接

種証明やＰＣＲ検査などの陰性証明によるワクチン・検査パッケージを活用し、ウ

ィズコロナ下における社会経済活動の回復を目指しています。 

 本町としても、引き続きワクチン接種を推進することはもとより、様々な理由で

ワクチン接種ができない方々も含め全ての皆様が日常を取り戻せることができるよ

う、しっかりと取組を進めてまいります。以上、答弁とさせていただきます。 
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○議長（西川良夫君） 竹内君彦君。 

〔竹内君彦君登壇〕 

●２番議員（竹内君彦君） ワクチン接種について、私なりに様々な観点から質問

をさせていただきました。申し上げるまでもなく、今、全世界の人々の願いは、新

型コロナの収束です。１日も早く親族での集まり、友人との会食、海外旅行、県内

外とのスポーツの交流など、これまでの日常が戻ってくることを願ってやみません。

そのため、休日返上でワクチン接種に取り組んでいただいている町内医療機関や職

員の皆さんには、改めて感謝申し上げます。 

 また、その先頭に立ってコロナ対策に尽力されている髙橋町長は、まさに時代が

求める政治家であり、引き続き、町政の舵取り役を担っていただく必要があります。 

今後も力強いリーダーシップで藍住町を牽引いただけるようお願い申し上げ、私

の一般質問を終わります。 

○議長（西川良夫君） 小休いたします。 

午前１０時２３分小休 

午前１０時２６分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、１０番議員、小川幸英君の一般質問を許可いたします。 

 小川幸英君。 

   〔小川幸英君登壇〕 

●１０番議員（小川幸英君） マスク外します。 

 議長の許可がありましたので、一般質問を行います。最初に、新型コロナ感染症

対策について伺います。議長のアドバイスがありましたので、ワクチン対策につい

ては、一括で質問いたします。理事者におかれましては、明確な答弁をお願いいた

します。 

国は、９日、緊急事態宣言を１２日から３０日まで延長することを決定しました。

これまでの感染者数は、９日現在、１６１万６，７６５人、死者は１万６，６５０

人となっています。本町においての６５歳以上のワクチン接種人口については、先

の竹内議員の答弁にありました約８，１００人で、８８パーセントの方が接種され

たということでありました。また、接種できていない方にも、今後呼び掛けていく

というようなことでありました。 

次の質問の６４歳以下の年齢別接種人口と割合について、先ほど町長から答弁あ
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りましたが、３０代が４６パーセント、４０代が６３パーセントとの答弁いただき

ました。ですから、２０代、５０代、６０代の方の割合と、それから、今後しっか

りと、この接種できていない方に取り組んでいくとのことでしたが、これは具体的

にどう取り組んでいくのか、お答えを頂きたいと思います。 

県内でも陽性者が急増して、１０日現在、３，０４０人となりましたが、本年度

の本町のコロナ感染者の人数は何人いたか。 

次に、町民や町内業者にＰＣＲ検査キット購入費用の助成はできないか伺います。

また、コロナ感染症に伴う生活困窮世帯などへの支援状況や実施状況はどうなって

いるか。また、コロナ感染症に伴い、経営が逼迫している町内事業者の支援事業や

実施状況はどうなっているか伺います。 

○議長（西川良夫君） 吉成副町長。 

   〔副町長 吉成浩二君登壇〕 

◎副町長（吉成浩二君） 小川議員のほうから幾つか質問をいただいておりますが、

通告していただいている分がそれぞれに御答弁を御用意しておりますので、それぞ

れ御回答させていただきたいというふうに思っております。 

まず、６５歳以上のワクチン接種人口と割合ということでございます。先ほど、

髙橋町長からも御答弁させていただいたところでございますけれど、約８，１００

人という形でございます。ただ、小川議員のほうから８，１００人ということでお

話がありましたけど、これは国の公表基準に合わせて接種率を換算いたしますと、

２０２０年の１月１日の住民基本台帳の住民数を国は基にして公表しておりますの

で、本町では約９２パーセントということになります。全国の平均につきましては、

９０パーセントということになりますので、先ほどお話しましたけど、本町でそれ

を上回る数値となっているところでございます。それから、６５歳以上の皆さんに

つきまして、できる限りの接種を進めるというところで、これまでも声掛けであり

ましたり、予約代行また送迎など行ってきたところです。民生委員さんの方に大変

力になっていただきまして、大きな進捗が図られたというふうに考えております。 

また、我々といたしましては、後期高齢者の方の予約代行も行ってきまして、速

やかなこれも接種につなげてきたという形でございます。それから、もうひとつ、

高齢者の方の接種を大きく進める契機となりましたのが、７月に本町で初めてとな

ります集団接種を実施いたしました。これは１８０名ということで、総合文化セン

ターで実施をいたしたところ、非常に多くの方、すぐに予約が埋まったというとこ
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ろでございまして、また日曜日に実施したということもありまして、高齢者の方、

御家族と一緒に来場される方も非常に多かったということでございます。「家族と

一緒に来て安心して接種をすることができた」、また、「待ち時間も少なくて、思

ったより早く接種することができて良かった」というふうなお声をいただいており

ます。 

 こうしたお声を踏まえましてですね、集団接種では他の市町村では接種対象の年

代、年齢を限って接種しているようなところもございますけど、８月から本町で行

っております大規模な集団接種につきましては、高齢者を含めた全世代の方を対象

に実施しているところでありまして、事実、高齢者の方も御家族と一緒に来ていた

だいているような状況にございます。 

 また、先ほどもお話ありましたけど、７月までに接種をされなかった方、希望さ

れなかった方につきましては、引き続き我々としてもお声掛けをしてまいりたいと

いうふうに考えております。 

それから続きまして、小川議員から６４歳以下の通告書では年齢別の人数という

ことであったかというふうに記憶しております。それに基づきまして、答弁書のほ

う、作らさせていただいております。 

 ６５歳以上の接種券の送付が終了した段階でですね、７月末までには全ての年代

の皆様に接種券を発送したところでございます。接種人数につきましては、先ほど

申し上げたとおりでございまして、１回目の接種者は、２万２，６００人余り、２

回目の接種者は、今、１万９，４００人余りという状況になっております。議員さ

んからですね、年齢別にということで通告書がございましたので、ただ、こうした

年齢別に細分化して接種率をお示しするということはですね、同調圧力が生まれる

きっかけにもなりますし、非常に時間もお答えに要するということでございます。

年代別ということでございましたので、それに応じて我々も御答弁させていただこ

うというふうに思っております。年代別ということで御用意もさせていただいてお

ります。９月１日時点ということになりますが、１回でもワクチンを接種した方の

人数と接種率になります。 

 なお、ＶＲＳというワクチン接種記録システムに入力された接種者数をもとに算

定しておりますので、例えば企業でありましたり、大学で進めている職域接種につ

いては現在、このシステムに入力されていない方については反映されておりません

ので、今後、遡って人数が変更されることもありますので、御承知おきください。  
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 まず、本町での１０代の接種者数は１，３５９人で、接種率は、約４７パーセン

トとなっております。次に、２０代の接種者につきましては１，５１７名で、接種

率は約４４パーセントとなっております。次に、３０代の接種者数につきましては

２，１１７人で、接種率は約４７パーセントとなっております。 

 また、県におきましてですね、３０代以下、４０代、５０代、６０代、これは６

０歳から６４歳ということでございますけど、これらの年代につきましては、接種

率が公表されておりますので、本町の接種率と比較させていただいて答弁させてい

ただきたいと思います。 

 本町における３０代以下の接種者数は４，９９３人で、接種率は約４６パーセン

ト、県平均の２７パーセントを上回っている状況にあります。次に、本町における

４０代の接種者数は３，５３６人で、接種率は約６３パーセントでありまして、県

内平均の４０パーセントを上回っております。次に、本町における５０代の接種者

数は３，０６１人で、接種率は約７５パーセントでありまして、県内平均の５５パ

ーセントを上回っている状況にあります。次に、本町における６０代、これは６０

歳から６４歳ということでございますが、接種者数は１，６３１人で、接種率は約

８０パーセントとなっておりまして、県内平均の７２パーセントを上回っている状

況にございます。 

 いずれの年代につきましても、現時点では、９月１日時点でございますけど県内

の平均を上回っているような状況にございます。今後ともですね、若い世代への接

種のアピールということでございますので、藍メールでございますとか、防災メー

ルなどを活用いたしまして、啓発また接種のほうを推進してまいりたいというふう

に考えております。以上でございます。 

○議長（西川良夫君） 梯総務企画課長。 

〔総務企画課長 梯達司君登壇〕 

◎総務企画課長（梯達司君） それでは、続きまして、私のほうからは本町の新型

コロナウイルス感染症の感染者数について御答弁をさせていただきます。 

国内においては、新型コロナウイルス感染者が初めて確認されたのが、昨年の１

月１６日でありました。その後、今日まで１６５万人を超える陽性者が確認される

こととなりました。感染者の増え方を見てみますと、急激に感染者が増える時期が

あり、その感染の山は一般的に波と呼ばれており、これまでに第１波から第５波ま

で５回存在しております。第１波は昨年３月下旬に新規感染者数が１００人を超え、
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４月に入り感染者のピークを迎えたことで、全国７都府県を対象に初めての緊急事

態宣言が発出されました。人と人との接触を極力減らすことや、多くの業種に対し

て休業要請が呼び掛けられるなどの対策が実施された結果、昨年５月下旬には新規

感染者数が数十人程度に大きく減少し、緊急事態宣言が解除されることとなりまし

た。この間、本町では感染者の確認はございませんでした。 

 しかし、昨年７月から８月にかけ、再び感染者数が増加し、第１波を上回る第２

波を迎えることになります。 

 第２波では、接待を伴う飲食店での感染事例が全国的に多く発生し、お盆や夏休

みの時期には「帰省は控えるように」と呼び掛けられました。昨年８月下旬には感

染者数が減少したものの全国の新規感染者数が数百人で下げ止まり、第１波ほど減

少することはありませんでした。この間、本町では７月、８月に２人の感染を確認

しております。昨年の年末から年始に掛けて、新規感染者数が８，０００人弱と過

去最多を記録し、第３波となりました。 

第３波では、忘年会や新年会、帰省などで全国に感染が広がったことが原因であ

ったと指摘されています。そのため、政府は２度目となる緊急事態宣言を１１都府

県に発出し、飲食店への時短要請などを実施し、一部の地域では本年３月下旬まで

続くこととなりました。本町では、１月、２月で２９人の感染を確認しております。 

 ３月下旬から大阪府や兵庫県では、新規感染者が急激に増え始め第４波が到来し

ました。第４波の原因は変異ウイルス、アルファ株によるもので、従来型よりも感

染力が強いとされ、関西で従来株からアルファ株への置き換わりが進行することと

なり、政府は３回目の緊急事態宣言を１０都道府県に発出し、飲食店での酒類の提

供禁止や時短営業を求め大規模イベントは原則無観客で行うことを主催者に求める

などの対策を実施しました。 

本町においては、４月、５月で５５人の感染を確認しております。 

その後、下げ止まりが続いたものの７月に入ると新規感染者は急増し、８月には

初めて２万人を超えるなど、第５波が到来し、全国的に感染爆発の状態となりまし

た。第５波の原因は、アルファ株よりも感染力が強いデルタ株が猛威を振るったこ

とが挙げられます。 

 また、第５波では、特に若者を中心に感染が広がりました。これは、６５歳以上

の高齢者へのワクチン接種が進んだためであると言われています。そして、現在も

第５波の真っ只中にある状態が続いております。 
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７月以降、昨日現在で本町では７７人の感染を確認をしております。本町におき

ましても、このような国内の感染状況に呼応するように、新規感染者の確認が続い

ています。昨年２月に最初の感染者が確認され、昨日までに累計で１６４人となっ

ております。クラスターの発生による新規感染者の急増などで１日の新規感染者が

最大８人も確認をされることもありました。本年度の感染者数につきましては、昨

日までに１２８人、昨年度は３５人で、昨年度より９３人の大幅な増加となってお

ります。 

なお、徳島県から本町の感染者の確認の発表があった際には、その都度、感染者

数について町ホームページで発表することとしております。 

続きまして、町民や町内事業者のＰＣＲ検査キット購入費用に対して町が補助で

きないかの御質問について御答弁をさせていただきます。 

議員さんにおかれましては、昨年の１２月議会と本年の３月議会でＰＣＲ検査費

用について町で補助できないかと同様の質問をされております。同趣旨の答弁とな

ることを御理解賜りたいと思います。 

まず、現状の新型コロナウイルス感染症の検査体制についてですが、発熱等の症

状が出た場合は、普段からのかかりつけ医に電話相談し、受診や検査の指示を受け

ます。当該かかりつけ医が、県の指定する診療、検査協力の医療機関である場合は、

そこで、ＰＣＲ検査が可能な場合もありますし、検体のみを採取し、委託先の民間

検査機関で検査を行う場合、さらに、県のドライブスルー方式の地域外来検査セン

ターを紹介される場合もあります。かかりつけ医がなく、相談できる医療機関もな

い場合には、保健所に設置されている受診・相談センターに電話で相談いただけれ

ば当センターから受診可能な診療・検査協力医療機関を紹介されることになります。

県の直接検査を含めたこうした検査は、行政検査と呼ばれるものであり、この度の

新型コロナウイルス感染症の検査に要する費用は、公費負担となっています。任意

検査としては、町民や民間事業所において、例えば、出張などで県外から戻ってき

た場合に念のため検査を行う、あるいは、濃厚接触者や接触者ではなく法定検査の

対象にはならないが、念のため個人で検査を行う場合があることが考えられ、緊急

事態宣言対象区域、及び、まん延防止等重点措置区域等の市町村の一部では助成等

実施していることは承知をしております。 

 なお、県においては、徳島県へ帰省する方や県外への帰省後に徳島県へ戻ってく

る大学生などに事前のＰＣＲ検査が無料で実施できる制度、県内の飲食店や宿泊施
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設のうち、県が示す感染拡大予防対策等を実施している店舗の全従業員に対して  

定期的にＰＣＲ検査を無料で実施できる制度を設け、特に感染が広がりやすい環境

では、県全体で囲い込みを実施しているところであります。 

本町におきましては、町民や町内事業者のＰＣＲ検査やキット購入費用等に対す

る補助は、現時点では、考えておりませんが、今後、新型コロナウイルス感染症対

応の出口戦略として、社会経済活動の回復へ向けた動きが出てくる中で、町として

どのように感染拡大防止に向けて対応できるのか、検討してまいりたいと考えてお

ります。以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 近藤福祉課長。 

   〔福祉課長 近藤政春君登壇〕 

◎福祉課長（近藤政春君） 小川議員さんの御質問のうち、コロナ感染症に伴う生

活困窮者世帯などへの支援事業や実施状況について答弁をさせていただきます。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、国内での感染が確認されて以降、既

に１年以上が経過しており、その間、社会的経済活動は、大きく低迷しております。

このため、経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなる恐れが

ある生活困窮者の支援につきましては、社会福祉協議会などが窓口となり、緊急小

口資金や総合支援資金の貸付制度、生活困窮者自立支援金の支給、住居確保給付金

や収入減少者への住居支援など、国や県による様々な施策が講じられております。

これらの貸付金等につきましては、２０２１年８月末から１１月末まで申請が延長

されたところであり、緊急小口資金は、新型コロナ対策の特例として、融資額が１

０万円から２０万円に増額されております。 

本町におきましても、昨年度、プレミアム商品券事業を始めとして、ゼロ歳から

１８歳までの子供の保護者に対し、児童１名につき５，０００円の食事券を給付す

る食うポン券事業や新生児の保護者に対し、１０万円の商品券を給付するパパママ

応援給付事業、また、高齢者世帯の外出自粛に要する家計の負担緩和と地域内消費

の下支えのために、６５歳以上の高齢者に対し、１名につき５，０００円の商品券

を給付するシルバー応援給付事業を行いました。 

加えて、本年度は、ひとり親家庭等の１８歳以下の児童及び身体障害者手帳、療

育手帳、及び精神障害者保健福祉手帳を所持する重度の障がい者へ１名につき１万

円の商品券を支給し、さらに、低所得の子育て世帯に児童１名につき５万円を支給

する子育て世帯生活支援特別給付金事業の支給も始まり、生活意欲の向上や地域活
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性化に努めているところです。以上、答弁といたします。 

○議長（西川良夫君） 東條建設産業課長。 

〔建設産業課長 東條芳重君登壇〕 

◎建設産業課長（東條芳重君） それでは、小川議員さん御質問のコロナ感染症に

伴い経営が逼迫している町内事業者支援事業や実施状況について御答弁をさせてい

ただきます。 

昨年来、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために懸命な対策が取られてきた

ところでありますが、いまだに感染拡大が続いており、県内においても新型コロナ

ウイルスと一進一退の攻防が続く中、更なる長期化も予想され予断を許さない状況

にあります。 

このような状況の中、現在、徳島県では、新型コロナウイルス感染予防対策によ

る外出自粛や感染予防への協力により、県内の経済活動は著しく制限され特に経営

基盤の弱い中小事業者への影響は、深刻さを増しております。収束の見えない中、

疲弊した事業者の資金繰りが厳しくなり、多大な影響を受けている事業者の皆様へ

本町といたしましても地域活性化対策による支援を積極的に進めていかなければな

らないと考えております。 

事業者支援事業につきましては、昨年度から国・県により様々な給付金などや融

資制度による支援が講じられ、本町においても、新型コロナウイルスの影響を大き

く受けた地域経済を活性化し、契機となるよう、町内における消費マインドを喚起

させることを目的として、昨年９月からあいずみ活性化プレミアム商品券事業及び

あいずみ食うポン事業などを実施をしております。あいずみ活性化プレミアム商品

券につきましては、９，４１６世帯の方が購入し、販売率は、約６４パーセント、

使用金額は、２億２，７５２万５，５００円となっております。 

また、町内飲食店で使用可能なあいずみ食うポンにつきましても、６，０９８名

が引き換えをし、使用率は、約８５パーセント、使用金額は、２，５７７万４，０

００円となっております。 

そのほか、昨年度に実施した事業継続支援金給付事業においては、感染症拡大に

よる影響を受け、厳しい経営環境にある中小事業者に対して、８３件、２，４０６

万円を給付し、事業継続の支援を行っております。藍住町店舗等快適化リフォーム

補助事業においては、店舗などの環境向上と消費喚起を目的として、町内の事業者

２９件、総事業費２，２７８万４，９７３円に対し、補助率５０パーセント、上限
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５０万円で補助金１，０３８万６，０００円を交付をいたしました。 

また、新しい生活様式応援住宅リフォーム補助事業においても、住宅の環境向上

と地域経済の活性化を目的として、１３４件、総事業費１億３，５８２万６，８５

９円に対し、補助率３０パーセント、上限３０万円で補助金３，０３２万１，００

０円を交付をいたしました。 

本年度につきましても、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用し、地域活性化商品券発行事業として、商品券 1 万５，０００円を１万円で販売

し、町民の皆様が購入しやすい金額設定としており、生活を支援するとともに町内

の消費需要を喚起し、地域経済の活性化を図ってまいります。 

実施状況といたしましては、昨年度に引き続き町内で使用できるあいずみ商品券

を町内の約１万５，０００世帯に購入券を送付し、７月１５日から１０月３１日ま

での期間で購入ができ、令和４年１月３１日までの使用が可能となっております。

現在の進捗状況は、８，２２８世帯が購入されており、販売率は、約５５パーセン

トとなっております。 

また、本町福祉課におきましても、あいずみ商品券事業で、がんばるペアレント

支援事業による、ひとり親家庭などへの応援、ノーマライゼーション推進支援事業

による障がい者等応援などの事業にも取り組んでいるところあります。 

なお、町内の登録店舗については、昨年度のプレミアム商品券事業開始時には、

約１００店舗でございましたが、広報等により継続的に周知を行ったところ、現在

１４２店舗に拡大し、使用可能となっております。 

 これらの事業の円滑な実施により、地域経済の活性化、事業者の皆様の支援につ

なげてまいります。 

今後の事業者支援については、長引くコロナ禍の現状で、本町の多くの業種にお

いて厳しい経営状況が続いており、藍住町商工会などの関係機関との連携により、

各種支援の内容を広く活用できるよう国・県の動向を注視しながら、迅速な対応に

より事業者の皆様に対して十分に周知を図って、支援してまいりたいと考えており

ます。以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 小川幸英君。 

〔小川幸英君登壇〕 

●１０番議員（小川幸英君） ワクチン接種状況を伺いました。１０代、２０代、

３０代が約４６パーセントと、４０代が６３パーセント、５０代が７５パーセント
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というような答弁でありました。徳島県でも今、若者の感染が非常に増えていると

言われておりますので、この若い人、１０代、２０代、３０代、もう少し接種率を

上げていただいて、１人でも減るような取組をしていただきたいと思います。昨年、

本町の感染者は１２８人、今現在ということですので、昨年より約９０人近くです

か。昨年３４人で、増えているというような状況でありましたので、やはり、この

まだ９月でありますので、まだ年末まで大分あると思います。やはりもう少し対策

を呼び掛けていただきたいと思っております。 

 次に、商品券事業を伺いました。今のところ５５パーセントということでありま

したので、まだ期間もありますが、この１万円がなかなか買えないというような状

況の方もおいでます。そういう方も含んで、もう少し幅広い取組をお願いしたらと

思いますが。それから、鳴門市では、新型コロナウイルスの影響に対する経済策と

して、収益が落ち込んだ事業者に給付金を出す対象を観光業や冠婚葬祭業などにも

拡充するとのことです。本町も昨年、リフォーム助成をして、先ほど答弁がありま

したが多くの方がされて、また、事業所も非常に潤ったんでないかと思いますが、

今年度もこういうようなリフォーム助成をする予定はあるか伺います。 

○議長（西川良夫君） 東條建設産業課長。 

〔建設産業課長 東條芳重君登壇〕 

◎建設産業課長（東條芳重君） 小川議員さんの再問でございますが、リフォーム

事業の支援ということであったかと思いますけれども、リフォーム補助事業につき

ましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業により、新しい

生活様式を踏まえた地域経済の活性化、また、産業を振興し推進することを目的と

しており期間限定で予算の範囲内で実施をしたものでございます。従いまして、今

年度についての追加支援によるリフォーム補助事業については、現在のところは考

えておりません。以上、回答とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 小川幸英君。 

〔小川幸英君登壇〕 

●１０番議員（小川幸英君） 次に、学校における新型コロナウイルス対策につい

て伺います。デルタ株に置き換わり２０代、３０代の感染が増えているが町内の小

中学校のコロナ感染者は何人いるか。また、町内の小中学校でコロナ陽性者に伴う

休校や学級閉鎖はあったか。このあった場合に、コロナ感染症での休校による学習

時間の減少を取り戻す対策はどうしているか。また運動会、修学旅行等学校行事に
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おける感染対策を含めた実施計画はどうなっているか。そして、先生や子供たちに

コロナ陽性者が出た場合、どう対応しているのか。反対に、子供を抱えた保護者が

陽性になった時はどう対処しているのか、伺います。 

○議長（西川良夫君） 賀治教育次長。 

〔教育次長 賀治達也君登壇〕 

◎教育次長（賀治達也君） ただいま、小川議員さんから御質問のありました学校

における新型コロナウイルス対策についてのうち、順番はちょっと変わりますけど、

デルタ株における２０代、３０代の感染者や１０歳未満の感染が増えている町内の

小中学校のコロナの感染状況、それと、町内の小中学校でコロナ陽性者に伴う休校

や学級閉鎖があったか、そして、先生や子供たちにコロナ陽性が出た場合の対応と、

その３点を先にお答えをさせていただきます。 

 まずは、町内の小中学校のコロナ感染の状況につきましてですが、今年４月以降、

昨日までの陽性者数につきましては、小学校で１６名、中学生で４名、合計２０名

となっております。引き続きまして、町内の小中学校でコロナ陽性者に伴う休校や

学級閉鎖があったかにつきましては、本年度における小学校の約２日から３日程度

の臨時休業になりますけど、休業がありましたのは３校でございます。そのうち２

校が２つの学級が２週間の学級閉鎖を行っております。また、中学校につきまして

は１校が１日だけ臨時休業を行っています。そして、順番は飛びますが、先生や子

供たちにコロナ陽性が出た時の対応について御答弁させていただきます。各学校の

対応についてですが、先の６月議会におきましてもお答えさせていただきましたと

おり、基本的には保健所の指示に従っての対応をさせていただいております。まず、

ＰＣＲ検査を受ける必要が生じた段階で、子供たちは学校を欠席し、検査の結果を

待つようになります。そして、その間学校、町教委、県教委は陽性結果が出た場合

に備えて協議をし、陽性結果が出た時点で臨時休業のメール等を発信しております。

そしてその後、保健所の指示によりましてＰＣＲ検査の必要な検査対象者に連絡を

とるとともに、学校の消毒を行います。そして学校の安全が確認できた時点で、保

健所の指導の下、学校の再開という流れとなっております。上記の対応以外につき

ましても、留意すべき細かな対応はたくさんあるため、学校で危機意識の共有化を

ともに図るとともに、陽性者等の特定のいじめ等が生じないよう、電話対応のマニ

ュアルを作成するなど、人権への配慮も行っております。以上、答弁とさせていた

だきます。 
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○議長（西川良夫君） 青木教育長。 

   〔教育長 青木秀明君登壇〕 

◎教育長（青木秀明君） 小川議員さんの御質問のうち、学習時間の取り戻しの件、

それから今後の運動会、修学旅行等の学校行事の件についてお答えいたします。 

 まず、学習時間の取り戻しの件ですが、一昨年度から昨年度初めに掛けて全国一

斉の休業措置がとられました。この休業は、年度末から年度初めの約２か月半あま

りに及ぶものであり、再開後、学習の遅れを取り戻すべく各学校でそれぞれに取り

組みました。プリント類や学習ドリル類などを使った課題を与えての自主学習が中

心でしたが、２学期末には、ほぼ遅れを取り戻せているという報告がありました。

今年度行われた全国学力調査でも目立った学習の遅れはないとの分析結果が出てお

ります。このことから、最近行われた３日程度の休業、１週間程度の学級閉鎖につ

いては大きな影響はないものと考えております。 

 次に、運動会や修学旅行等の学校行事の件ですが、運動会や修学旅行などの感染

対策と実施計画については、まず運動会ですけれども、これは小学校、中学校とも

に学年ごとの体育的行事を行うこととしております。保護者の参加はなしとする予

定です。幼稚園も保護者は参加せず、園児全体による運動会を計画し、思い出づく

りの一つとすることとしております。修学旅行ですが、中学校３年生については昨

年度より度重なる延期の末、中止としております。今年度実施予定の小学校６年生

と中学校２年生につきましては、１１月頃に延期をしておりましたが、現在１つの

中学校では３月に延期をしております。行き先としては小学校は四国内、中学校は

広島方面１泊を予定しております。 

 なお、感染対策については、昨年度の状況からも宿泊施設やバス会社は万全の感

染対策を採っており、安心感が得られるものであるという報告を受けております。  

今後のコロナ感染の状況による予定変更も当然視野に入れておりますが、実施が

無理となった場合にも、子供たちの思い出づくりとして何らかの代替行事を行うこ

とを考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 近藤福祉課長。 

   〔福祉課長 近藤政春君登壇〕 

◎福祉課長（近藤政春君） 小川議員さんの御質問のうち、子供を抱えた保護者が

陽性になったときの支援策について答弁をさせていただきます。 

子供を抱えて陽性となった保護者の方の不安は、ただならないものがあると思い
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ます。これまでの状況について各学校に現状を確認させていただきましたところ、

「祖父、祖母といった親族が手助けを行ってくれていた」とのことであり、学校に

は支援策等の相談はなかったと聞いております。 

保健所は厚生労働省が示している濃厚接触者の定義に基づいて、濃厚接触者を特

定していますが、その中に「患者と同居あるいは長時間の接触があった者」とある

ことから、保護者がＰＣＲ検査陽性になると同居している子供は濃厚接触者となり、

ＰＣＲ検査を実施することとなります。 

ＰＣＲ検査の結果が出ると、その結果や保護者の容態、子供の年齢、健康観察期

間、家族形態、家屋の構造、保護者に代わって支援してくれる親族等の有無など、

保健所での聞き取りが実施され、保護者とともに最善の対応策を協議し、支援が行

われているとのことです。 

また、子供がＰＣＲ検査陰性だった場合には、子供への感染を予防し、なおかつ

健康観察期間に陽性となる可能性も考慮しつつ、最善の方法を検討し、場合によっ

ては、医療機関や児童相談所等とも協議をして、支援を行っております。 

最終的に、保護者に代わる養育者がいない状況が確認されましたら、保健所から

児童相談所に連絡し、児童相談所の判断により子供を保護し、県保有施設で預かる

こととなっております。 

いずれにいたしましても、陽性になった保護者の方が治療に専念され、その間、

子供にとっても最善の措置が取られるよう県において対応することとなります。以

上、答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 小川幸英君。 

   〔小川幸英君登壇〕 

●１０番議員（小川幸英君） 学校における新型コロナウイルス対策について伺い

ました。４月以降に小学校が１６人、中学校が４名、合わせて２０名の感染者が出

たということです。今後も若い人が多くなっておりますので、子供たちが感染しな

いような策を常にとっていただきたいと思います。 

また、教育長より、運動会、修学旅行は実施する予定でいるというような答弁を

頂きました。子供たちにとっては、運動会は無観客ですけれども、子供たちにとっ

ては非常に思い出に残る行事、また、修学旅行等については小学校でも中学校でも

一生に１回しか行けない行事と、そういう行事が本町では行う予定ということにな

っているというのを聞いて安心いたしました。今後のコロナ状況にもありますが、
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なるべく行けるような対策をとっていただきたいと思います。 

 次に、高齢者対策について伺います。独居者や高齢者だけの家族の件数は何軒あ

るか。また独居者に対し町としてどのように取り組んでいるか。その方たちに対し

て緊急通報体制の整備をしてはどうか。 

次に、介護タクシーの現状と町としてどのように関わっているか。 

最後に、藍住町おでかけタクシーチケット交付事業について、町民の方からいろ

いろ指摘されておりますが、町にも電話とかで指摘を受けたことはあるか。またど

んなことだったのか伺います。 

○議長（西川良夫君） 近藤福祉課長。 

   〔福祉課長 近藤政春君登壇〕 

◎福祉課長（近藤政春君） 独居者や高齢者だけの家族の件数や取組の状況につき

まして答弁をさせていただきます。 

まず、独居者や高齢者だけの家族の件数でございますが、高齢者については、民

生委員が担当地区を訪問し、令和３年９月１日現在５２９人の独居の高齢者を把握

しております。高齢者のみの世帯は、約３，２００世帯であります。 

次に、独居者への取組についてですが、現在、独居の高齢者については、民生委

員が月に１回程度の訪問を実施しており、安否確認や相談等に応じています。必要

に応じて、避難行動要支援者登録への同意をいただき、個別支援計画を作成し、災

害時の避難支援に備えています。 

また、高齢者ができる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる

よう町と徳島新聞専売所及び生活協同組合とくしま生協との間で、高齢者等の見守

りに関する協定を結び異常がある場合は、町に連絡をいただくことになっておりま

す。 

さらに、独り暮らしの高齢者等の急病や災害等の緊急時に、迅速かつ適切な対応

を図るため、緊急通報装置の設置に対し、補助金を交付しています。 

また、認知症等により徘徊行動のある高齢者を在宅で介護している希望者に対し、

ＧＰＳの貸出しを行い本人の位置確認ができるようにしております。 

その他、高齢者見守り安心シール交付事業として、ＱＲコードのついたシールを

配布し、衣服等に貼ってもらいスマートフォンでＱＲコードを読み取ることにより、

家族に情報が届く事業を郡内で行っております。 

なお、見守り事業の一環として、社会福祉協議会においては、歳末助け合い募金
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を利用し、年１回、現金２，０００円とタオルなどを配布しています。昨年度は、

新型コロナウイルス感染症の拡大により実施できていませんが、会食会を南地区と

北地区に分けて、それぞれ２か月に１回実施しております。 

続いて、町独自の緊急通報体制の整備をしては、との御質問ですが、現在、先ほ

ど申し上げました緊急通報装置の設置に対し補助金を交付することや本人の位置確

認ができるＧＰＳの貸出し、高齢者見守り安心シール交付事業などを実施しており

ます。今後の支援といたしましては、見守りに関する協定事業所を増やしていくと

ともに、民生委員、社会福祉協議会と連携し支援の拡大に努めてまいります。以上、

答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 江西健康推進課長。 

   〔健康推進課長 江西浩昭君登壇〕 

◎健康推進課長（江西浩昭君） 小川議員さんの高齢者対策についてのうち、本町

の介護タクシーの現状と関わりについて御答弁させていただきます。 

一般的に介護タクシーについては、御自身では車に乗ることが困難な方や一定以

上の介助が必要な高齢者などが外出する際に利用できる民間事業者等が提供するサ

ービスであると認識しております。 

介護保険制度においては、訪問介護サービスに含まれる通院等乗降介助が該当し、

日常生活上または社会生活上で必要な行為に伴う外出の場合等、一定の条件を満た

した利用に対し、介護保険が適用できるもので、運転時間中の移送行為や運賃は介

護報酬の対象にはなっておりません。介護サービスに関する利用状況については、

訪問介護の中の一つのサービスである通院等乗降介助の利用件数等の集計は行って

おりませんが、令和２年度の訪問介護の延ベ利用者数は３，３７１人となっており

ます。 

また、町が実施した在宅介護実態調査において、主な介護者が不安に感じる介護

として外出の付き添い、送迎等と回答した割合では、 要支援１又は２の方を介護さ

れている方で３１．８パーセント、要介護１又は２の方を介護されている方で３４．

５パーセントとなっていることからも通院等乗降介助に対するニーズはあるものと

考えております。 

次に、町としての関わりについてでございますが、通院等乗降介助の事業所の指

定は県が行っており、本町としては、介護保険被保険者やその御家族様からの寄せ

られる介護サービスの利用等に関する相談対応を行っております。以上、御答弁と
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させていただきます。 

○議長（西川良夫君） 梯総務企画課長。 

〔総務企画課長 梯達司君登壇〕 

◎総務企画課長（梯達司君） それでは、私のほうからは、藍住町おでかけタクシ

ーチケット交付事業について御答弁させていただきます。 

藍住町おでかけタクシーチケット交付事業は、高齢者の外出による経済的負担を

軽減し、社会参加を促すことにより、福祉の増進を図ることを目的としております。 

対象要件は、６月１日現在において、７５歳以上の高齢者のみの世帯で要介護認定

を受けていない方を対象に１枚５００円のタクシーチケット１０枚、計５，０００

円分を交付するもので、対象者は１，５００人となっております。これまでの利用

実績については、７月の利用が３１２枚、８月が２３５枚となっております。今後、

利用者へのアンケート調査を実施することとしており、１１月に準備にかかり１２

月に調査実施し、１月に集約を予定しております。併せて、タクシー事業者へのヒ

アリングを実施することとしており、今後の事業内容や詳細検討の参考にしたいと

考えております。 

また、これまでに寄せられた改善要望の主なものについては、今後、アンケート

の中で自由記述も設けることとしており、正式には、そちらで集約することになり

ますが、多いものでは、１回の利用で１枚しか使えない。複数枚使用できるように

してほしい。また、町外のタクシー事業者も使えるようにしてほしい。次いで、若

い者は昼間いないので７５歳以上全員を対象にしてほしい。要介護認定者、免許証

返納者も対象にしてほしい。町外での移動も対象にしてほしい、などが寄せられて

いるところでございます。以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 小川幸英君。 

   〔小川幸英君登壇〕 

●１０番議員（小川幸英君） 高齢者対策について伺いました。本町では、緊急通

報装置の貸出しを補助を出しているというようなことでありました。阿波市では、

独り暮らしの高齢者及び重度身体障がい者であり、見守り体制が整っていない方を

対象に緊急通報装置を貸与し、関係機関及び地域住民の協力を得て、緊急連絡等の

手段を確保する事業を行っております。この費用の装置の貸与料は無料。使用料は

市が負担することになり、多くの方が使用できるようになっています。 

また、小松島市や阿南市でも同様の緊急通報装置を使用して独居者の見回りに当
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たっています。本町も今は補助金を出しているというようなことでありましたが、

無料にして多くの方が高齢者を見回りできるようような体制に整えていただきたい

と思います。 

また、おでかけタクシーチケット事業の報告を受けました。広くアンケートを実

施するというようなことでありましたが、板野町では今年は金額を増額、１万２，

０００円で１回１，０００円使えるような取組をしております。本町においても広

くアンケートをとって、高齢者の方の意見を聞いて取り組んでいただきたいと思い

ます。これで私の質問を終わります。 

○議長（西川良夫君） 小休いたします。 

午前１１時２５分小休 

午前１１時３０分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、１５番議員、平石賢治君の一般質問を許可いたします。 

 平石賢治君。 

   〔平石賢治君登壇〕 

●１５番議員（平石賢治君） マスクを外させてもらいます。 

議長の許可を頂きましたので、ただいまより一般質問を行います。 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う飲食店への支援について、質問させてい

ただきます。 

  新型コロナウイルス感染症の第５波は、首都圏から、全国に急速に広がりだし、

先月の感染者数は全国で５６万人を超える驚異的な数字となりました。ほぼ全国に、

緊急事態宣言とまん延防止措置の対象地域が広がり、飲食店や学校、学習塾、事業

所など、多くの場所でのクラスターが連日、報道、発表されている事態となってお

ります。 

 県内においても、先月の感染者数は過去最大となり、密閉・密集・密接の、いわ

ゆる３密を避けることやマスクの着用、手洗い、手指消毒などの基本的な感染対策

の徹底はもちろんのこと、感染拡大を防ぐあらゆる取組が行われております。その

一環として、人の流れを抑制するために先月２４日から今月３０日まで、県内の公

共施設の閉館時間を原則８時までとする措置が延長されたところであり、本町の総

合文化センターを始めとする各施設もこれに準じた対応が行われております。 

さらには、県の対策本部会議において、先月２７日から今月１２日までとされた
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飲食店の営業時間短縮要請についても、今月３０日までの延長が決定され営業は２

０時まで、酒類の提供は１９時までとする要請が引き続き行われております。この

飲食店の営業時間短縮要請は、今年に入って２度目の措置であり、飲食店からは、

今後の営業が見通せない不安の声やあきらめの声なども聞こえてくるところであり、

感染拡大防止のためには、やむを得ないことといえども、経営者の皆様を思うと本

当に残念な気持ちでいっぱいになります。 

 飲食店への思いは、それぞれだとは思いますが、私には家族や友人、仲間との忘

れられない楽しい思い出がたくさんあります。憎むべきはコロナウイルスであり、

その影響を最も受けていることとなる飲食店の皆様には、なんとかこの厳しい時を

乗り越えてほしいと願っています。 

 そこで、お伺いします。コロナウイルス感染症の拡大防止に向けて、唇を噛みし

めて、営業時間の短縮要請に応えている飲食店に町として何らかの支援を行うこと

ができないか。御答弁をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 

   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 平石議員さんから御質問いただきました営業時間短縮要請

に伴う飲食店への支援について、御答弁させていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症については、インド由来のデルタ株により、かつてな

い感染拡大の状況にあり、全国的には医療体制が逼迫し、医療機関の診察が十分に

受けられない自宅療養者が増大するなど、未曽有の事態を迎えております。県内に

おいても、８月の感染者数は過去最大の９５４人となり、本町でも、同月には感染

者数が４９人を記録するなど、これまでにない感染の広がりが懸念されているとこ

ろであります。こうした中、先月２５日に開催された県の対策本部会議において、

県内の感染状況などを踏まえ、８月２７日から９月１２日までの１７日間、本年２

度目となる飲食店の営業時間短縮の要請を行うこととなり、その後、先週９日には、

この要請期間を９月３０日まで延長することが決定されたところであります。 

また、前回の４月１６日から５月３１日までの営業時間の短縮要請では、営業時

間は２１時まで、酒類の提供は２０時までとされておりましたが、今回は営業時間

は２０時まで、酒類の提供は１９時までと更に１時間前倒しされ、飲食店には厳し

い要請となっております。本町におきましては、これまで事業者支援と生活者支援

を組み合わせ、その相乗効果により、町内経済の活性化が図られるプレミアム商品
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券事業などを展開してきたところであります。 

 しかしながら、今回の時間短縮要請では、営業できる時間の短さから来店者数の

減少だけにとどまらず、休業せざるを得ない飲食店も見受けられるところでありま

す。これに、先行きの不透明感も加わり、経営に当たっては、非常に厳しい状況に

あると認識しております。 

 このため、町といたしましても、これまでとは違った形での支援を行う必要があ

ると考えており、飲食店はもとより、この時間短縮要請により、影響を受けている

事業者の皆様も含めた支援策について、今度検討を重ねてまいります。以上、答弁

とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 平石賢治君。 

〔平石賢治君登壇〕 

●１５番議員（平石賢治君） 藍住町において、飲食店、更には関連する事業者へ

の支援を検討しているとの御答弁を頂き、大変ありがたく思います。 

 どのように支援をするかは、今後、検討されるとのことですが、現時点での考え

を答えられる範囲で結構ですので、御答弁を頂けたらと思います。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 

   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 平石議員さんから御質問いただきました飲食店に対する支

援について、御答弁させていただきます。 

 先ほどの答弁の中でも触れさせていただきましたが、本町におきましては、これ

まで事業者支援と生活者支援を組み合わせ、その相乗効果により、町内経済の活性

化が図られるよう、取組を進めてきたところであります。 

 しかしながら、全国的に過去最大の感染者数を記録するなか、飲食店で食事をす

る機会は大幅に減少しており、さらに今回の営業時間の短縮要請に伴い来店者数は

激減し、休業を余儀なくされている飲食店も出てきております。 

 このため、これまでのように店舗で食事してもらうことを前提とした支援ではな

く、県が実施している飲食店や関連事業者への協力金のように、町から飲食店等へ

直接、支援することを検討しております。 

 今後、さらに具体的な検討を進めてまいりますが、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大を食い止めるため、時間短縮に応じていただいている飲食店とその関連事

業者の皆様を町として、しっかり支援してまいります。以上、答弁とさせていただ
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きます。 

○議長（西川良夫君） 平石賢治君。 

〔平石賢治君登壇〕 

●１５番議員（平石賢治君） 御答弁を頂きありがとうございます。 

 新型コロナウイルスが収束し、これまでの日常が戻ってくるとしたら、家族や仲

間と時間を気にすることなく、会話を楽しみながら、おいしいご飯を食べたり、お

酒を飲んだり、外で食事をしたい方も多いのではないでしょうか。 

飲食店の皆様には、本当に大変な時ではありますが、頑張っていただきたいと思

います。明けない夜はありません。こうして、髙橋町長からも力強いお答えを頂き

ました。髙橋町長を始め、これまでも町民の皆様の生活支援をはじめ、幅広くコロ

ナ対策に取り組んでおられます。髙橋町長を先頭に町民一丸となって、このコロナ

との戦いを乗り越えていけることを確信し、私の一般質問を終わります。 

○議長（西川良夫君） 小休いたします。 

午前１１時４０分小休 

午前１１時４３分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、１１番議員、林茂君の一般質問を許可いたします。 

林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） それでは、議長の許可を頂きましたので、一般質問通告

書に従って一般質問を行いますので、理事者の方は明確な答弁をお願いをいたしま

す。 

 １点目は、清掃事業についてであります。新しい議員の方が多くおられますので、

ごみ袋の有料化の経過について少しお話をさせていただきます。 

 藍住町では、平成１７年４月に粗大ごみを有料化をしたのを始め、指定ごみ袋が

平成１９年９月に導入されてから１５年になります。ごみ袋の有料化については、

議会の採決では可否同数でしたが議長裁決で決定をいたしました。町民からの批判

も大きく平成２１年１１月に行われた町長選挙では藤川候補がごみ袋は無料にする

と訴え、町民の支持が大きく広がり、町長も選挙戦の最終盤に町民の批判を受けて

値下げをすると、このように町民に訴えました。 

 議会の中で町長は、「ごみ袋値下げの公約を守れ」との声に「ごみ出しルールが
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守られていないので」、このような答弁の中から値下げが引き延ばしがされてきま

した。 

 町民の世論が大きく広まり、ごみ袋の単価は、ごみ袋の大が３５０円から２５０

円に、中が２５０円から１５０円に、小が１５０円から１００円になりました。こ

れは平成２３年度から実施されたわけでございます。この結果、多くの町民の皆さ

んからごみ袋の値下げを喜んでくれました。 

 それでは、具体的な質問に入ります。 

 まず、１点目です。ごみ袋の有料化でごみの分別と減量効果について、どのよう

な状況が生まれているのかお伺いをします。 

○議長（西川良夫君） 橋本生活環境課長。 

〔生活環境課長 橋本清臣君登壇〕 

◎生活環境課長（橋本清臣君） それでは林議員さんの御質問のごみ袋有料化によ

るごみの分別と減量効果について、御答弁させていただきます。 

 ごみの排出推移の状況につきまして、林議員さんから資料請求がありましたので、

その資料により御説明させていただきます。 

お手元に配布しております資料１のごみの排出推移の状況をごらんください。ご

みの排出量の推移ということで過去５年間のごみ排出量を見てみますと、平成２８

年度が８，３５５トン。平成２９年度が８，２８５トン。平成３０年度が８，３４

１トン。令和元年度が８，３２７トン。令和２年度が８，５６４トンとなっており

ます。ごみの排出量の推移としましては、各年度において、ばらつきがありますが、

概ね横ばい状態となっております。 

 令和２年度末の人口が平成２８年度末と比較して、人口が６００人余り増えてい

る中、町民の皆様の御協力により、ごみの分別及び減量化の徹底が進んでいるおか

げであると考えます。 

 なお、令和２年度につきましては、新型コロナウイルス感染症による外出自粛等 

の影響かと思われますが、資源ごみ及び粗大ごみが増加しており、排出量につきま

しても、全体的に少し増加しておりますが、逆に事業系ごみが減少いたしておりま

す。 

 今後も、町民の皆様に引き続き、リサイクルやごみの減量化について、御協力い

ただけますよう広報等で更に啓発に努めていきたいと考えております。以上、御答

弁とさせていただきます。 
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○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） それでは、２点目につきまして質問いたします。 

 ごみ袋の有料化で町の収益について、収支状況はどのようになっているのか、こ

の点でお尋ねをいたします。 

 なお、指定ごみ袋の収支状況につきましては、皆さんのお手元にお渡しをしてい

ます。林町議資料提出ということで。これは、平成１９年度から令和２年度まで、

この間のごみ袋の売上げ、収入、そして、ごみ袋の仕入、仕入率、それから販売手

数料、委託料、そして全体の仕入れなどの必要経費、経費の合計、経費の比率、そ

して残ったのが町の収入、いわゆる収支、収益率を出しています。 

 これは、決算書に基づいて、少し担当課長にもこの資料につきましては確認をし

ていただきました。少しこの点で、状況だけ少し答弁をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 橋本生活環境課長。 

〔生活環境課長 橋本清臣君登壇〕 

◎生活環境課長（橋本清臣君） それでは林議員さんの御質問のごみ袋有料化によ

る町の収益について、御答弁させていただけたらと思います。 

 ごみ袋有料化による町の収益ということで、林議員さんの資料の中から過去５年

間の収益を見てみますと平成２８年度につきましては、ごみ袋の販売額であります

歳入が４，０３７万３，０００円となっております。ごみ袋の作成費及び販売手数

料であります歳出が２，８３３万６，０００円で、歳入から歳出を差し引いた収益

が１，２０３万７，０００円となっております。平成２９年度も同様に、歳入が４，

０７４万円、歳出が２，５２３万円で、収益は１，５５１万円です。平成３０年度

は、歳入が４，０８１万５，０００円、歳出が２，９２１万２，０００円、収益が

１，１６０万３，０００円です。令和元年度は、歳入が４，３３８万円、歳出が３，

９３１万９，０００円で、収益は４，００６万１，０００円です。令和２年度は、

歳入が４，１９７万５，０００円、歳出が２，１５５万４，０００円で、収益は２，

０４２万１，０００円となっております。 

 年度ごとの収益に差がありますのは、原材料である原油の上昇等により単価が上

がり、原材料が上がったことなどによるごみ袋作成費が変動することによるもので

す。 

 令和元年度の歳出が大きく増加しているのは、新型コロナウイルス感染症拡大に
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よる影響により、ごみ袋の作成、搬入ができず、供給ができなくなることを考え、

ごみ袋を追加作成したものでございます。 

 また、令和２年度に収益額が増えた要因としては、本町でも品質を厳格に定め、

品質維持を前提とした海外製品の導入を行い、ごみ袋作成費を抑えたためです。以

上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 昼食のために休憩します。再開は午後１時、お願いします。 

午前１１時５４分小休 

午後１時再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開します。 

 最初に、橋本生活環境課長。訂正があるそうですので。 

〔生活環境課長 橋本清臣君登壇〕 

◎生活環境課長（橋本清臣君） 失礼します。先ほど説明いたしましたごみ袋有料

化による町の収益の中で、説明に誤りがありました。令和元年度の収益は４０６万

１，０００円です。失礼いたしました。訂正させていただきます。 

 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） それでは、引き続き質問をいたします。 

 藍住町の指定ごみ袋の収支状況につきまして、説明をしていただきました。その

中で、平成１９年度から平成２２年度、この間は、ごみ袋の大で３５０円の時でし

た。それから、平成２３年度からごみ袋の大が２５０円に引下げられた。先ほどの

資料で見ていただいたらお分かりのように平成１９年度から平成２２年度までは、

ごみ袋の仕入率、平均２７．６パーセントでした。それから平成２３年度から平成

２５年度の仕入率は３７．３パーセント、これ平均です。それから平成２６年度か

ら平成元年度の仕入率、平均が６０．６パーセント。これは、ごみ袋の仕入価格が

高騰しているということで説明がございました。ですから仕入率を見ていきますと、

かなり大幅に３段階で上がってきとるんですね。そして、平成元年度のごみ袋の仕

入価格が３，３３８万３，０００円と、なぜ高いのかということでお尋ねをしまし

た。 

さらに、令和２年度のごみ袋の仕入価格が１，５７７万円と大幅に仕入価格が下

がっているわけです。この点について、ごみ袋がなぜこれだけ大幅に下がったのか、
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もう一度少し現在までの仕入価格と、そして、これだけ大幅に下がった仕入価格の

差等があれば少し説明をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 橋本生活環境課長。 

〔生活環境課長 橋本清臣君登壇〕 

◎生活環境課長（橋本清臣君） 林議員さんの再問について、御答弁させていただ

けたらと思います。 

 平成３１年度、令和元年の単価と令和２年度の単価の差ということで、御質問と

思われます。令和２年度に関しまして、先ほども御説明させていただきましたとお

り海外製品の導入をさせていただいております。 

 令和元年、平成３１年度から令和２年度の単価を比べてみますと約５割から６割

の単価で製造ができております。ということで、金額のほうが下がっております。   

以上、説明とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 今、課長から答弁を頂きました。ごみ袋の仕入価格が大

幅に下がったと。このことについては、担当課として、よくいろいろな調査、研究

をされて、ここまで仕入価格を下げてきたということについては高く評価をしてい

きたい。約半分になったんですね。もうちょっと早かったら、なおさら良かったと

思うんですね。この点で、いろいろとやっぱり今の経済情勢の中で知恵を絞ってで

すね、できるだけ町民の方々に負担をできるだけ軽くするような方向を示していた

だきたいと思います。 

 それから全体で、ごみ袋の収支状況、かなり収入も全体では売上げが６億円を超

しています。そして町の収入も２億６，２００万ということです。ですから４３パ

ーセントぐらいがトータルで町の収益として残っているわけですね。かなりの金額

になるわけです。 

 これが平成１９年度から令和２年度のトータルです。先ほど課長から答弁を頂き

ました。令和２年度の仕入価格で推移するとかなり町の収益率が高くなるのでない

かとこのように思われます。 

 もうひとつ決算書を見る中で商工会の委託料ですね。この商工会の委託料も入れ

ますと２６年度からずっと以降ですね、特に取り分け２９、３０、元年度と委託料

が伸びているわけですね。委託料が伸びたということは、ごみ袋の販売枚数の手数
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料なんですね。販売枚数の手数料が増えたということは、ごみ袋の枚数がかなり大

幅に増えてきとんです。 

 当初、平成１９年度は１８万４，０００枚程度だったんですが、今言いました平

成２９年度は２０万５，０００枚です。令和２年度は２１万４，０００枚。このよ

うにずっと、うなぎ登りに上がってきているんです。これは、言うとごみ袋の無償

給付ですね、いろいろ地域で活動されている、そういうところに配布とか、低所得

者向けが増えているんでないかと推測されるんですけど。そこらへんはどんなんで

すか。 

○議長（西川良夫君） 橋本生活環境課長。 

〔生活環境課長 橋本清臣君登壇〕 

◎生活環境課長（橋本清臣君） 林議員さんの質問に答えさせていただきたいと思

います。先ほどの御質問で無償の分ということですが、すみません、ちょっと資料

を探しております。無償配布ということで世帯要件が生活保護世帯、障がい者等世

帯、ひとり親世帯等の世帯に対して無料配布をしております。こちらのほう、年１

回に今なっております。こちらのほうに関しましては、その年度に調べさせていた

だいた世帯に対して支給をさせていただいているということで、その年度によって

お渡しする数というのは変わってくるということで、その年度に合わした数を出さ

せていただいているということで、すいません、ちょっと今正確な数字が手元にな

いもので申し訳ございませんが、そういう形で年度に合わした数をお渡しさせてい

ただいているということで御回答させていただけたらと思います。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） それでは続けて質問させていただきます。 

 無償給付については、できるだけそういう低所得者の人たちに給付されるように

もっと検討していただきたいと。 

 ３点目です。資源ごみの収益について、資料請求をしました。どのような状況に

なっているのか。どこが資源ごみの問題点があるのか、かいつまんで説明をお願い

します。 

○議長（西川良夫君） 橋本生活環境課長。 

〔生活環境課長 橋本清臣君登壇〕 

◎生活環境課長（橋本清臣君） 林議員さんの御質問の資源ごみの収益、内容につ
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いてということで御答弁させていただきます。 

 資源ごみの５年間の収益につきましても、こちらのほうも林議員さんから資料請

求がありましたので、その資料により説明をさせていただけたらと思います。お手

元に配布しております資料２の資源ごみでの収益をごらんいただけたらと思います。 

 資源ごみの収益につきまして、１０種類の資源ごみについて、５年間を比較して

おります。 

種目別の内容につきましては、資料を御確認いただけたらと思います。５年前か

ら比べ、引取単価が下がっており、特に電気製品、金属製粗大ごみ、自転車につき

ましては、平成３０年度から反対に処理費が必要となっております。 

 過去５年間の１０種類の資源ごみの推移と収益の年度別について、全体のトン数

の合計での説明になりますが、平成２８年度は１，０２２トンありまして６５４万

９，３８４円となっております。平成２９年度は９９９トン８３８万４，３５５円、

平成３０年度は１，０２５トン７６２万７，３５２円、令和元年度は１，０１９ト

ン４４９万１，３６０円、令和２年度は１，０８８トン、こちらのほうがマイナス

１２６万１，８８６円となっております。内容としましては、こういう形になりま

す。以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 今、説明を受けました。私も資料請求するまで資源ごみ

での収益で取り分け電化製品とか、金属製の粗大ごみが回収すればするほど赤字に

なると、こういうことは知りませんでした。ですから、全体でこの点をどのように

町民の皆さんに理解をしてもらって、できるだけ負担を軽くしていくような、そう

いう方向というか、そこら辺も今後必要でないかと思います。恐らく今日参加され

ている議員の方々もそのように思われる。この点、よろしくお願いします。 

 それでは、続けていきます。４点目ですけど、今まで資料説明、答弁を頂きまし

た。一定、収益が明らかに出てきたということは、総トータル的でも分かるし、さ

らに、先ほどの説明がありましたように令和２年度からは仕入価格が半額くらいに

なったと。そうすると恐らく倍の収益が発生すると思うんです。これからは。 

 この点も踏まえて、是非、ごみ袋の価格を一定、その仕入価格に準じた部分で値

下げをするべきでないか、これがまずです。その理由としては、今言いました仕入

価格が半額になったと。大きな要因です。それから、町民の皆さんの協力で分別と
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減量が進んだということで、先ほどの資料説明、ごみの排出量の推移の状況という

ことで、担当課長からも詳しく説明いただきました。この排出の状況を見ても、１

人当たりの排出量、藍住町民と県民の平均を見てみましても、かなり藍住町民の方

々は頑張っておられる。素晴らしいですね。これは大きなひとつの今の清掃事業の

中でも大きな成果でないかと思います。こういう成果を町民の皆さんに還元をして

いくと、そして評価をしていくということですね。これが、必要だと思うんです。 

 それから、もうひとつは、ごみ処理というのは、基本的には、行政による住民サ

ービスの基本課題だというふうに私は思います。取り分けなぜかと言いますと、低

所得者、今コロナ禍の中で仕事や暮らしは大変です。そうすると収入の低い人、所

得の低い人たちほどごみ袋の価格が暮らしに関わってくるということから、基本は

やっぱり税金で賄うと。こういうふうに私は思うわけです。この点で、販売価格を

是非下げてほしいということです。この点について。 

○議長（西川良夫君） 奥田副町長。 

〔副町長 奥田浩志君登壇〕 

◎副町長（奥田浩志君） それでは、林議員さんの質問に御答弁をさせていただき

ます。 

 指定ごみ袋で得られた収益は、町民に還元をと、指定ごみ袋の価格の引下げをと

いうような御質問でございましたけども、指定ごみ袋の導入につきましては、たく

さんの反対の御意見があり、スタートしたわけでございますけれども、林議員さん、

少し当時をちょっと思い出していただきたいと思うんですけども、当時は一般ごみ

と資源ごみの２種類のごみ袋で収集を行っておりましたけれども、まだ、町民の皆

様のごみの分別意識が低かったということでございまして、その一般ごみの袋の中

には生ごみとか、廃プラとか、新聞等が一緒くたに入っておりました。ひどいごみ

袋になりますと土や空き缶や瓶の割れたものまで入っていたような状況でございま

す。このような状況であったため家庭ごみの減量とリサイクルを目的として指定ご

み袋を導入いたしております。 

 指定ごみ袋の導入に伴い町職員全員が町民の皆様の各戸を訪問し、ごみの分別指

導をさせていただき当時のごみ袋から資源化できる紙類やペットボトルを含めた廃

プラスチック類のものを分別することにより家庭から出る燃やせるごみを減量いた

しております。 

 先ほど担当課長がごみの分別と減量効果について答弁を申し上げましたが、資源
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ごみの分別を行っていただくことにより町民の皆様のごみに対する排出抑制意欲や

分別意識が高まり、環境負荷の低減に大きく寄与したと思っております。 

 しかしながら、ごみの排出量につきましては近年、横ばい傾向で推移しているこ

とから更なるごみの減量化、資源化の推移に向けた取組が不可欠と考えております。 

 林議員の御質問の収益を町民に還元を、また、ごみ袋の価格を引下げをとの御質

問ですけれども、現在指定ごみ袋で得られた収入はごみの減量化、再資源化及び環

境費用として、コンポストや生ごみ処理機の購入半額補助、また、ごみの分別ガイ

ドブック、ごみカレンダーの作成費用等に充てております。 

 今後もこの指定ごみ袋で得られた収益は、林議員の御提案の住民に還元、指定ご

み袋の価格引下げに使用するのではなく、更なるごみの減量化、資源化を推進する

ために収益を使用させていただきたいと考えております。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 答弁される趣旨はよく分かりました。ですけど、我々の

そういう町民の声、そして、この決算状況から見て今後の推移を考えていろいろと

考えていただきたいと。今日はこういうことでありがとうございました。 

 それでは、２番目の質問に移ります。学校洋式トイレ化の計画です。 

 先日、保護者の方から学校のトイレがきれいになったと、非常に喜んでいただき

ました。そして、今回、学校トイレの洋式化の第一期工事、これ町長の提案の説明

の中にもありました。それで、進捗状況と第二期工事の計画について、まず、伺い

たいと思います。そして、少し具体的には、第一期工事で、北小学校と南小学校で

設置された基数というか、何箇所洋式トイレ化が進んだのか、この点、答弁をお願

いします。 

○議長（西川良夫君） 賀治教育次長。 

〔教育次長 賀治達也君登壇〕 

◎教育次長（賀治達也君） 林議員の学校トイレ第一期工事の進捗状況と第二期工

事の計画について答弁をさせていただきます。 

今年度の工事につきまして、町内４小学校のトイレを洋式化、乾式化するための

工事を行っております。ただトイレにつきましては、当然使用しながら工事をして

いく必要があることから、各校の状況に合わせまして工期を第一期、第二期に分け
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て、各校とも第一期工事は教室棟東側の工事を行っております。そして引き続き、

残りの教室棟の西側を第二期工事として発注する予定でおります。 

現時点の進捗状況といたしましては、今議会初日に髙橋町長から御報告もござい

ましたとおり、第一期工事につきまして北小学校と南小学校は完成し、西小学校と

東小学校は１０月の上旬の完成を予定しております。第二期工事につきましては、

いずれも年度内の完成を予定しております。先ほど議員さんがおっしゃっておりま

した何基ということにつきましては、今手元に数字がございませんので、また改め

てお答えさせていただきたいと思います。以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 答弁を頂きました。設置された基数とか、それから何箇

所か、これが分かれば従来の工事をしてきた金額とか、基数との対比でよく今回の

乾式の洋式トイレ化が全体でどれくらいかということがよく分かるんです。それが

知りたかったんですが。今回洋式トイレの工事費が北小学校で３，４４３万円。南

小学校が３，４６５万円。これ、従来の洋式トイレの価格と比べたらかなり高くな

っていると。 

 従来、１か所工事費は５０万円程度だったということですね。なぜ、工事費が高

騰していったのか。それからその理由として、国からの補助金なんですけど従来国

からの補助金は、３分の１と、こう聞いてます。今回ですね、乾式の洋式トイレ化

が国もこの方向を打ち出しているんですけど補助金は変わらないんですか。この点

について。 

○議長（西川良夫君） 賀治教育次長。 

〔教育次長 賀治達也君登壇〕 

◎教育次長（賀治達也君） 林議員の再問にお答えいたします。 

まず、トイレの洋式化で、今回、乾式化した関係で事業の工事費が大分上がって

おるんでないかという形であったと思いますけど、以前のトイレの洋式化のみの事

業と今回の場合は乾式化というのが加わっております。これは、コロナ対策の関係

で交付金を頂きましたので、それにつきましては乾式化というのが１つとなってお

りますので、その分が高くなっている理由となっております。そして、もうひとつ

補助率ということなんですけど、今回の交付金の算定割合といたしましては、１平

方メートル当たり幾らといった基準単価の３分の１が交付金の算定割合となってお
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ります。以上でございます。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） コロナ対策として乾式化の方向と。理由につきましては、

よく分かりました。では、補助金も変わらないようですね。 

 それでは、続けて質問を続けます。従来ですね、洋式のトイレの工事は直接水道

工事業者が請け負っていたと、このように認識をしています。今回、それぞれ第一

期工事については、いわゆる元請け業者が入札でそれぞれ落札してきました。そこ

でですね、この第一期工事でですね、下請け業者は、地元の水道工事業者等を優先

しているのか。 

従来から私は町が発注する公共事業については、地元業者を優先して発注をして

ほしいと、こういうふうにこの議会でも質問を行ってまいりました。この点につい

て。 

○議長（西川良夫君） 賀治教育次長。 

〔教育次長 賀治達也君登壇〕 

◎教育次長（賀治達也君） 続きまして、林議員の下請け業者は町内業者を優先し

ているのかということについて御答弁させていただきます。 

今回の改修工事のうち、既に発注しているものにつきましては、いずれも請負業

者が町内業者でございます。ということで、併せて町からもできるだけ町内業者も

下請けに使ってくださいということのお願いをしておりますので報告させていただ

きます。 

以上でございます。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 今、答弁を頂きました。地元の業者を優先をしていると、

こういう答弁でありました。それを信頼をします。 

 聞くところによると、なかなか水道工事業者が今回下請けに入っていないと。こ

ういう声も聞いていますので、その点だけ付け加えておきます。 

 続けて質問いたします。子供の支援策についてです。藍住町は県内でもいち早く

子供の医療費の無料化が進められております。若いお父さんとか、お母さんたちは

この点で非常に喜んでいます。この子供の医療費の無料化が藍住町で大きく進んだ
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のも平成２１年１１月に行われた町長選挙でありました。 

 藤川候補が子供の医療費を中学校卒業するまで無料にすると、このように大胆に

公約をしたからです。それで、藤川候補の訴えは若い人たちの心に大きく響きまし

た。 

 この選挙戦の中でですね、町長も中学校卒業するまで無料化を公約をし、藍住町

は中学校を卒業するまで、このことで選挙戦を通じて大きな争点となり、無料化が

実現をしたわけです。非常に素晴らしい藍住町の無料化というのは大きな成果だと。

徳島県内でも大きく進んでいます。 

 次の課題なんですけど、藍住町として残されているのは自己負担６００円、これ

を免除して更に子育て支援策を強めていっていただきたい。取り分け藍住町は、若

い世代の人たちがたくさん住んでおられます。 

 また、新しく住民も若い人たちです。こういう点で是非この自己負担６００円を

免除するような方向を打ち出してほしいと。既に現在ですね、１０市町村が自己負

担６００円を免除しています。一部負担６００円を免除すると町負担の必要額は幾

らになるのか、この点お聞きします。 

○議長（西川良夫君） 近藤福祉課長。 

〔福祉課長 近藤政春君登壇〕 

◎福祉課長（近藤政春君） 子供の医療費の一部負担額を免除すると町の必要額は、

との質問に答弁をさせていただきます。 

 子どもはぐくみ医療費助成制度は、子供に係る医療費の一部をその保護者に助成

することにより、その疾病の早期発見と治療を促進し、子供の健康の向上と福祉の

増進を図ることを目的としております。 

県事業では、中学校修了までの子供の保護者が対象となっておりますが、本町は

これに上乗せをして町単独事業として所得制限を設けず、１８歳到達年度末まで対

象者を拡大して実施しております。 

窓口負担については、受益者負担として、現在３歳児未満を除き、１件当たり月

額６００円の御負担をいただいております。令和２年度の総助成件数は、７６，６

５１件、医療費の助成額は、１億 7，２７８万６，０００円。御質問の一部自己負

担額は、約３，８３２万５，０００円となります。以上、答弁といたします。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 
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●１１番議員（林茂君） ただいま答弁を頂きました。６００円の自己負担を免除

するということで３，８２３万円あれば若いお父さんやお母さんたちの子育て支援

を更に充実させると、こういう財政規模です。是非この点、今日は明確な答弁がで

きないと思うんですけど是非、前向きに検討してください。 

 藍住町は特に若い人たちが多いので、これからの町の方向性も子育て支援に力を

入れているという方向を明らかにしていただきたい。 

 それでは、続けていきます。学校給食の半額負担を実施をしてほしいということ

を度々議会で要望してきました。県内では、北島町と板野町が給食費の半額負担を

行っています。この北島町と板野町の半額負担はよく知られています。町民の中に

もですね。それで、更に給食費の半額負担までいかなくても給食費の補助をしてい

る町もあるわけですね。一部の負担を。 

 それから、給食費の全額無償化を既に実施しているのが三好市です。２０２０年

の４月から保育所、幼稚園、小学校、中学校の給食費が無償化。三好市では２０１

９年４月より中学校、同年の１０月より保育所、幼稚園の給食費を無償化しており

小学校も追加をして。このようなですね、三好市では全額無償化という、そういう

状況がつくられているわけです。 

 ここの藍住町でも保護者の負担を軽減をしていくということで更にですね、住み

やすい藍住町にしていくということで学校給食費の負担を強く要望いたします。半

額負担をした場合、必要な財源が幾らになるのか答弁をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 賀治教育次長。 

〔教育次長 賀治達也君登壇〕 

◎教育次長（賀治達也君） 林議員の学校給食費の半額負担を実施することについ

て御答弁をさせていただきます。 

仮に２分の１補助をした場合の必要経費を計算させていただきました。まず、小

学校につきましては、全員の人数から就学援助の方を除きまして１，８８７名、１

食当たりが２７５円、約２００日と計算いたしまして、その２分の１は５，１８９

万２，５００円。中学校におきましては、同じく全員の人数から就学援助の方を引

きまして９１４名、１食当たりが３０５円ということで、それに２００日を掛けま

して、その半額で２，６４８万３，１５０円。合計７，８３７万５，６５０円とい

うことで、おおよそ８，０００万円近くの予算が必要となります。 

本年の３月議会におきましても御答弁させていただきましたとおり、新しい補助
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金は毎年必要となることから難しいものと思われますので、この点、御答弁とさせ

ていただきます。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 答弁をしていただきました。全体で８，０００万円弱、

７，８３７万円あれば小学校、中学校、子供さんの給食費の半額負担を実施できる

と、こういうふうな中身でした。是非、この点実施できるように考えていただきた

いと。財源問題では、今まで私も幾つか質問してきました。下水道の問題等ですね。

やはり大型公共事業より町民の暮らしに密接をしたそういう政策を実施をしていた

だきたいということを申し上げます。 

 最後になりました。障がい者の就労支援です。今、コロナ禍の中で、一般の人も

大変ですけど、取り分け障がい者の方々は深刻です。障がい者就労施設からの物品

調達の状況、町内の施設状況と就労者が１か月どれぐらいの収入があるのか、町と

しての支援策は、どのような支援策があるのか、答弁をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 近藤福祉課長。 

〔福祉課長 近藤政春君登壇〕 

◎福祉課長（近藤政春君） 御質問の障がい者就労施設等からの物品調達状況、町

内の施設状況などにつきまして、御答弁をさせていただきます。 

 平成２５年４月１日に施行された「国等による障害者就労施設等からの物品等の

調達等に関する法律（障害者優先調達推進法）」により、地方公共団体は障がい者

就労施設等の受注機会の増大を図るための措置を講じるよう努め、その調達目標や

方針、実績を公表することが定められています。 

本町におきましても、調達目標を定め公共機関の清掃、施設管理や食品等の購入、

印刷業務等の優先調達に取り組んでおります。昨年度の優先調達額は１，１０７万

７，７７１円で、県内でも第１位の実績となっております。 

また、本町の障がい者就労施設利用者は、本年４月１日現在で１１２名、就労Ｂ

型支援事業所が５か所あり、それぞれの特長を生かした支援が行われています。公

表のあった町内事業所平均賃金は、令和元年度については、１人当たり２８，８３

８円となっており、県内平均賃金に比べても高い金額となっております。 

障がい者就労支援事業所では、多彩な製品の製造や様々な業務の受託も行ってお

ります。今後の支援策として、これらを幅広く利用していただけるよう周知し、障
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がい者の賃金向上や自立した生活の支援に努めてまいりたいと思います。以上、答

弁といたします。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 答弁していただきよく分かりました。取り分けですね、

物品の調達でも１，１０７万円という県内の各自治体の中では藍住町はそういう点

ではトップクラスだと。それから、施設の利用関係、それから就労者の１か月の収

入、これも２８，８８３円ということで、県内の平均より高いということです。我

々、ここまで余り知らなかったので、もっともっと、こういう障がい者政策の町の

重点課題として位置づけていただきたいと。やっぱり今の弱い人たちの立場に寄り

添った施策を打ち出していただきたいと、こういうことを切にお願いいたします。 

 続けて、町の障がい者雇用、法定率がありますので、町と教育委員会の雇用率、

少し数字だけ答弁をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 梯総務企画課長。 

〔総務企画課長 梯達司君登壇〕 

◎総務企画課長（梯達司君） それでは、林議員さんの町及び教育委員会の障がい

者雇用数と雇用率ということで御答弁をさせていただきます。 

まず、障がい者雇用の状況でありますが、令和３年３月１日から法定雇用率が引

き上げになっており民間企業は２．２パーセントから２．３パーセントに、国、地

方公共団体は２．５パーセントから２．６パーセントに、都道府県等の教育委員会

は２．４パーセントから２．５パーセントにそれぞれ引き上げをされております。 

本町の状況につきましては、令和３年６月１日現在で、徳島労働局に任免状況を

報告しておりますので、その数値を報告させていただきます。 

  まず、町長部局につきましては、法定雇用率が２．６パーセント、実雇用率が３．

１８パーセント、雇用人数は４名となっております。 

次に、教育委員会部局につきましては法定雇用率が２．５パーセント、実雇用率

は５．８１パーセント、雇用人数が３名となっており、いずれも法定雇用率は達成

をしております。 

なお、障がい者の確認方法につきましては、プライバシーに配慮した障がい者の

把握、確認ガイドラインに基づき、全員障害者手帳において確認をしております。  

以上、御答弁とさせていただきます。 
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○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 町の障がい者の雇用率、教育委員会の雇用率も高いとい

うことでよく分かりました。是非、今のような社会情勢の中で、障がい者の雇用を

進めていくということでは、別枠で、できれば町独自なり教育委員会で検討してい

ただきたい、このように思います。 

○議長（西川良夫君） 梯総務企画課長。 

〔総務企画課長 梯達司君登壇〕 

◎総務企画課長（梯達司君） 障がい者雇用の別枠を作り雇用を増やすことという

ことで御答弁をさせていただきます。 

先ほど、答弁いたしましたように、町長部局、教育委員会部局とも法定雇用率は、

現在達成をされておりますので、今のところ別枠を設けて募集することは考えてお

りません。 

なお、障害者雇用促進法では、障害に関係なく希望や能力に応じて、誰もが職業

を通じた社会参加できる共生社会を実現理念の下、全ての事業主に法定雇用率以上

の割合で障がい者を雇用する義務が定められております。 

また、県や他市町村においては、別枠を設けて募集、採用してしている所もある

ようであります。 

本町においても、今後、雇用状況の変化も想定をされるところであり、近い将来

には、別枠を設けての募集について、研究する必要があるものと考えております。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 林茂君。 

〔林茂君登壇〕 

●１１番議員（林茂君） 是非、別枠も前向きに検討していただくことを切に要望

して私の一般質問を終わります。 

○議長（西川良夫君） 小休いたします。 

午後１時４９分小休 

午後１時５４分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、１番議員、前田晃良君の一般質問を許可いたします。 

前田晃良君。 
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〔前田晃良君登壇〕 

●１番議員（前田晃良君） マスクを外させていただきます。 

議長の許可を頂きましたので、一般質問をさせていただきます。 

 近年、日本各地で大規模災害が頻発しております。断層があらゆる地域に存在す

る日本では、地震はいつ何時発生しても不思議ではありません。 

 ここ３年間だけで見ましても、震度６弱以上の地震は、胆振東部地震や大阪北部

地震など６回発生しております。震度５弱以上になりますと今年、令和３年だけで

も４回発生しており、２月には福島県沖を震源とする最大震度６強の地震が発生し

たところです。 

 また、豪雨災害については、地球温暖化の影響もあり毎年のように被害が生じて

おります。 

 本年７月には、梅雨前線の停滞による大雨の影響で、静岡県熱海市で大規模な土

砂災害が発生し、死者、行方不明者２７名、建物被害１２８棟など甚大な被害をも

たらし、先月８月には、この時期としては珍しい長期に及ぶ前線の停滞による大雨

により、九州や中国地方で河川氾濫や土砂災害が発生したところです。 

 昨年の７月は梅雨前線の停滞により、九州地方の球磨川を始め、中部地方の飛騨

川、東北地方の最上川といった全国各地の大河川で氾濫が相次ぎ、死者、行方不明

者８６名、家屋の全壊約１，６００棟、半壊約４，５００棟など甚大な被害をもた

らしました。 

 本町におきましては、近年こうした大規模な災害には見舞われておりませんが、

全国の状況を見ておりますと、いつ発生してもおかしくないと言っても過言ではあ

りません。 

 町職員の皆さんは当然こうした認識を持たれており、平時から危機管理体制の構

築、防災対応に取り組まれておられると思います。防災対応と我々もよく一言で言

ってしまいがちですが、実は、災害予防、災害時の応急対応、避難対策、飲料、食

糧の確保、医療体制、衛生体制、応援の受入れ、復旧、復興対策など、非常に範囲

が広く時系列でその内容も変わってきます。 

 こうした防災対策の基本となるものが、災害対策基本法に位置づけられている地

域防災計画であります。 

 当然、本町でも地域防災計画を有しておりますが、現在、改定作業を行っている

と伺っております。この度の改定では、どのような視点で、どのような点が改定さ
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れるのか、その方向性をお聞きします。 

○議長（西川良夫君） 梯総務企画課長。 

〔総務企画課長 梯達司君登壇〕 

◎総務企画課長（梯達司君） それでは、前田議員さんの地域防災計画の改定の視

点、方向性について御答弁をさせていただきます。 

議員さん御指摘のとおり、近年、日本全国で大きな地震や台風などによる災害が

頻発しております。そして、その都度、応急対応や避難所運営、復旧、復興対策な

どで様々な課題が指摘されているところであります。例えば、北海道胆振東部地震

や平成３０年の台風第１５号により千葉県で発生した大規模停電への対応、新型コ

ロナウイルス感染症流行下における避難所運営や災害対応などが挙げられます。 

 このような災害に対応するため町の処理すべき事務や業務に関し、関係機関の協

力業務も含めてその大綱を定めたものが地域防災計画であります。 

 地域防災計画の主たる目的は、災害から町民の皆様の生命、財産を守り被害を最

小限に止めることであります。 

 このため地域防災計画は関係法令の改正に対応し、最新の知見を取り入れるため

随時見直しを行う必要があると考えております。 

 本町の地域防災計画は、前回の改定から約３年が経過しており、その間に本町を

取り巻く災害に関する新たな知見が蓄積され、その対応が必要となっています。令

和２年１月に徳島県高潮浸水想定が公表され、本町東部の一部地域が初めて高潮の

浸水想定区域となったこと、南海トラフ地震臨時情報が発表された場合の対応方法、

また、本年５月に改正された災害対策基本法などへの対応が新たに必要となってお

ります。 

 さらに、地域防災計画を机上の計画とすることなく、より実効性のある計画とす

るために内容の充実を図る予定としております。地域防災計画の改定については、

藍住町防災会議にお諮りをし、決定されるものでありますので、詳細については今

後議論されていくこととなります。以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 前田晃良君。 

〔前田晃良君登壇〕 

●１番議員（前田晃良君） ただいま答弁を頂きました。改定に当たっては、藍住

町防災会議を経る必要があるので確定的なものではなく、また詳細もこれからとの

ことでした。 
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 ただ、改定内容によっては、町民にどのような影響が出るのか、どういった点を

留意しないといけないのか、現時点で言える範囲で結構ですので、答弁をお願いし

ます。 

○議長（西川良夫君） 梯総務企画課長。 

〔総務企画課長 梯達司君登壇〕 

◎総務企画課長（梯達司君） 議員さん御質問の地域防災計画の改定内容によって、

町民にどのような影響等について、御答弁をさせていただきます。 

今回の改正の大きなポイントは、先ほど御答弁いたしました高潮浸水想定、南海

トラフ地震臨時情報、災害対策基本法の改正、この３点への対応となります。 

 まず、高潮浸水想定については、本町にとって初めて関係することとなった災害

であり、町民の皆様には今後、十分な周知と説明が必要であると考えております。  

広報あいずみや町ホームページなどによる情報発信はもとより、防災訓練や出前

講座などの機会を捉えて、町民の皆様に直接お伝えできるよう積極的に実施してま

いりたいと考えております。 

 次に、南海トラフ地震臨時情報については、南海トラフ地震の発生確率が平常時

に比べ相対的に高まったときに気象庁から発表される情報であり、この情報が発表

された際、町が実施する対応や、町民の皆様に行っていただきたいことなどを地域

防災計画に位置づける予定としております。この臨時情報については、まだまだ認

知度が十分ではないと考えており、先ほどの高潮浸水想定と同様に積極的な周知と

説明を行ってまいりたいと考えております。 

 最後に、災害対策基本法の改正については、既に本年５月から運用が始まってお

ります水害時に自治体が発信する５段階の避難情報及び警戒レベルが、これまでよ

り避難行動に直接つながるよう、分かりやすく改められ災害時の避難のタイミング

が明確化されることとなります。 

本町といたしましても、避難情報の発令をする際、空振りを恐れず、町民の皆様

の命を守ることを最優先に考え運用してまいりたいと考えております。以上、御答

弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 前田晃良君。 

〔前田晃良君登壇〕 

●１番議員（前田晃良君） ただいま御答弁を頂きました。今回の改定で、町の災

害対策が更に向上していくものだと思いました。 
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 では、今回改正する計画が絵に描いた餅にならないように、その実効性を持たせ

るために町としてどのような体制づくりや取組を行っているのか、また、今後の予

定について、答弁をお願いします。 

○議長（西川良夫君） 髙橋町長。 

   〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） 前田議員さんの地域防災計画の改定の実効性を持たせるた

めの体制や取組について、答弁をさせていただきます。 

災害から町民の皆様の生命と財産を守ることは、市町村に課せられた責務であり、

本町といたしましても地域防災計画の実効性や職員の災害対応能力を高めるため全

職員への研修や訓練を始め、様々な取組を行っております。 

毎年度当初には、町職員の災害対応の基本となる「非常体制配備基準」、「職員

初動マニュアル」を更新し、全職員が本町での発生が予想される地震、津波災害や

風水害などについて理解を深め、非常時における初動体制や参集体制を確認するこ

とで、いつ何時でも速やかに災害対応が可能な体制へと移行できるよう備えている

ところであります。 

また、昨年度は、若手職員を中心に発災時における初動対応図上訓練を実施いた

しました。訓練開始時には、戸惑う職員も見受けられましたが、時間が経過するに

つれ、それぞれが自信を持って訓練に参加することができ大きな成果が得られたも

のと考えております。 

本年度においては、先月、県の担当部局から講師を派遣いただき、私を始め幹部

職員を対象とした災害対策本部の運営訓練事前勉強会を実施いたしました。 

この勉強会を踏まえ１０月以降に災害対策本部運営に関わる職員による本格的な

図上訓練を実施する予定としており、この訓練では、役場内部にとどまることなく、

警察や消防などの防災関係機関との連携についての確認も行うこととしております。 

また、町民の皆様に向けては、１１月に津波避難訓練を予定しており、新しくな

った避難情報や災害情報の周知方法など避難の実効性の確保に向けた取組を行うこ

ととしております。 

 私自身、町職員時代の平成２８年１０月には、最大震度６弱を記録し、住家被害

約１万５，０００棟など甚大な被害があった鳥取県中部地震の被災地支援のため、

鳥取県北栄町に赴き実際に被災地を目の当たりにし、また、現地で災害対応業務に

当たることで迅速な災害対応の重要性について十分認識したところであります。 
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今回の地域防災計画の改正を契機として、今後も引き続き町民の皆様に適宜分か

りやすく情報を発信するとともに、町の防災体制の強化を図ってまいりたいと考え

ております。以上、御答弁とさせていただきます。 

○議長（西川良夫君） 前田晃良君。 

〔前田晃良君登壇〕 

●１番議員（前田晃良君） 答弁を頂きました。この地域防災計画は、２００ペー

ジ以上にわたる非常にボリュームのあるものです。災害が発生してからページをめ

くるということでは、間に合わないことになります。 

 昨年度から防災の専門家を交えて、町長を始めとする職員に対し、実践的な訓練

を行っているとのことでありましたが、こうした取組は重要であり評価したいと思

いますので、是非、継続していっていただきたいと思います。 

 また、髙橋町長御自身が職員時代に被災地に出向いて、災害対応をされているこ

とには、大変驚きました。訓練ももちろん大切ですが、被災地での経験は何よりも

代えがたいものであり、町民にとっては、大変心強いものであります。 

今後も、引き続き住民の生命と財産を守るため藍住町の災害対応を指揮していた

だくことを強くお願いするとともに、髙橋町長の更なる御活躍を期待申し上げ、私

の一般質問を終わります。 

 

○議長（西川良夫君） 以上で、通告のありました５名の一般質問は終わりました

ので、これで一般質問を終了いたします。 

お諮りいたします。議案調査のため９月１６日から９月２１日までの６日間を休

会としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

   〔｢異議なし｣の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。したがって、９月１６日から９月２

１日までの６日間を休会とすることに決定しました。なお、次回本会議は、９月２

２日、午前１０時、本議場において再開いたしますので、御出席をお願いいたしま

す。本日は、これにて散会といたします。 

午後２時１２分散会 
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令和３年第３回藍住町議会定例会会議録（第３日） 

令和３年９月２２日藍住町議会定例会は、藍住町議会議事堂に招集された。 

１ 出席議員 

１番議員 前田 晃良 ９番議員 鳥海 典昭 

２番議員 竹内 君彦 １０番議員 小川 幸英 

３番議員 米本 義博 １１番議員 林   茂  

４番議員 永浜 浩幸 １２番議員 奥村 晴明 

５番議員 宮本 影子 １３番議員 佐野 慶一  

６番議員 森  伸二 １４番議員 森  志郎 

７番議員 近藤 祐司 １５番議員 平石 賢治 

８番議員 紙永 芳夫 １６番議員 西川 良夫 

２ 欠席議員 

     なし 

３ 議会事務局出席者 

   議会事務局長 大塚 喜美枝          主幹  山瀬 佳美 

４ 地方自治法第１２１条の規定に基づく説明者 

町長 髙橋 英夫 

副町長 奥田 浩志 

副町長  吉成 浩二 

監査委員 林 健太郎 

教育長 青木 秀明 

教育次長 賀治 達也 

会計管理者 谷渕 弘子 

総務企画課長 梯  達司 

福祉課長 近藤 政春 

税務課長 齊藤 秀樹 

健康推進課長 江西 浩昭 

社会教育課長 近藤 孝公 

住民課長 増原 浩幸 

生活環境課長 橋本 清臣 

建設産業課長 東條 芳重 
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上下水道課長 佐野 正洋 

 

５ 議事日程  

 （１）議事日程（第３号） 

第１ 議第５０号 令和２年度藍住町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

第２ 議第５１号 令和２年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入

歳出決算の認定について 

第３ 議第５２号 令和２年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出

決算の認定について 

第４ 議第５３号 令和２年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入

歳出決算の認定について 

第５  議第５４号 令和２年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳

入歳出決算の認定について 

第６  議第５５号 令和２年度藍住町水道事業会計利益の処分及び歳入

歳出決算の認定について 

第７  議第５６号 令和２年度藍住町下水道事業会計歳入歳出決算の認

定について 

第８  議第５７号 令和３年度藍住町一般会計補正予算について 

第９  議第５８号 令和３年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算

について 

第１０  議第５９号 藍住町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 

第１１  議第６０号 藍住町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について 

第１２  議第６１号 藍住町介護保険条例の一部改正について 

第１３  議第６２号 藍住町教育委員会委員任命の同意について 

第１４  議第６３号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意について 

第１５  発議第７号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書 
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第１６  諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

第１７  議会運営委員会及び各委員会における所管事務等に関する閉会中の継

続調査申出書について 
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令和３年藍住町議会第３回定例会会議録 

９月２２日 

午前１０時開議 

○議長（西川良夫君） おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

 

○議長（西川良夫君） 日程に入る前に先立ちまして、諸般の報告を行います。監

査委員から毎月実施した例月出納検査の結果について、議長あて報告書が提出され

ておりますので、報告いたしておきます。 

 次に、教育委員会から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、「教

育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書」が議長あて提出され

ておりますので、御報告いたしておきます。 

 

○議長（西川良夫君） これより、日程に入ります。本日の議事日程は、お手元に

配布したとおりです。 

 

○議長（西川良夫君） 日程第１、議第５０号｢令和２年度藍住町一般会計歳入歳出

決算の認定について｣から、日程第１２、議第６１号「藍住町介護保険条例の一部改

正について｣までの１２議案を一括議題といたします。 

 本案については、所管の常任委員会に付託してありますので、委員長の報告を求

めます。 

初めに、紙永厚生常任委員会委員長から報告を求めます。 

 紙永芳夫君。 

   〔厚生常任委員会委員長、紙永芳夫君登壇〕 

●８番議員（紙永芳夫君） 議長から委員長報告を求められましたので、ただいま

から、厚生常任委員会に付託された９議案に対する審査の概要を御報告いたします。 

本委員会は、９月７日に開催し、髙橋町長ほか関係職員出席のもと、付託された

９議案について関係理事者に補足説明を求め、詳細な説明の後、審査を行いました。 

主な質疑の内容及び意見については、次のとおりであります。 

「令和２年度における主要な施策の成果に関する説明書」のうち、こうのとり応

援事業で、５９組に助成をしているが、１組当たりの助成額はどれくらいか。また、

徳島県とは別に町が独自で応援事業として助成しているのかとの質問があり、県の
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事業に上乗せして助成をしており、上限額は１０万円となっているとの説明であり

ました。 

「令和２年度における主要な施策の成果に関する説明書」のうち、民間認可保育

所等の運営に関する費用の給付、藍住町保育所等整備補助事業について、この事業

は待機児童を減らすという取組であると思うが、現在どれくらいの待機児童がいる

のかとの質問があり、待機児童は９月１日現在で４８名、そのうち国の基準におけ

る待機児童数が３５名となっているとの説明でありました。 

議第５２号「令和２年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出決算報告書」

の中で、不納欠損額が５５２万２，８２０円とあるが、この不能欠損額の中身はど

のようなものか、人数は何人かとの質問があり、保険料を納められる時効が２年と

なっており、特別徴収に至るまでの間の未納が多い状況で、不能欠損額のほとんど

が滞納分となっており、人数は１１１名となっているとの説明でありました。 

 次に、財政安定化基金借入に関する調書の中で、８，９００万円の借入金がある

が借入れした分は、翌年度からの介護保険料の３年間の予算の中に入れて予算を組

んでいるのか。これは、今までも同じように行ってきたのかとの質問があり、平成

３０年度から令和２年度までの３年間における借入総額８，９００万円を令和３年

度から令和５年度までの３年間で償還することが決まっている。その際の不足分に

ついては、保険料とか予算に跳ね返ってくる計算となるとの説明でありました。 

財政調整交付金について、交付金相当額に対して、国が算定した交付金額はかな

り減額されているがその理由についての質問があり、財政調整交付金は、費用額の

約５パーセントを国が調整交付金として交付できるとなっているが、第１号被保険

者に占める高齢者の割合、主に後期高齢者の割合と第１号被保険者の所得の分布割

合に応じて算定される。本町の調整交付金の算定見込みが低いのは、全国の高齢化

比率、全国標準と比べ、本町の高齢化率はまだ若いほうに分類されているため減額

されているとの説明でありました。 

 また、今後の介護保険事業についての見通しについては、藍住町においても高齢

化がどんどん進むと想定されており、非常に厳しいと認識している。高齢化に対し

て保険料や給付も含め、町としてどうしていくのかというのは非常に大きな課題と

考えており、介護に頼らない健康寿命を延ばす取組として各種の健康教室、介護予

防教室等を進めている。そういう施策の積み重ねによってできる限りの介護保険制

度の維持、社会保障の存続に向けて取り組んでいきたいとの説明でありました。 
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審査の結果、付託された９議案については、全会一致でいずれも原案のとおり可

決すべきものと決定しました。 

以上、９月７日に開催されました厚生常任委員会における付託議案に対する審査

の結果であります。 令和３年９月２２日、厚生常任委員会委員長、紙永芳夫。以上

でございます。 

○議長（西川良夫君） 小休します。 

 午前１０時７分小休 

 

〔小休中に消毒をする〕 

 

 午前１０時８分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、近藤建設産業常任委員会委員長から報告を求めます。 

  近藤祐司君。 

〔建設産業常任委員会委員長、近藤祐司君登壇〕 

●７番議員（近藤祐司君） 議長から委員長報告を求められましたので、ただいま

から建設産業常任委員会に付託されました３議案に対する審査の概要を御報告いた

します。 

 本委員会は、９月８日に開催し、髙橋町長ほか関係職員出席のもと、付託された

３議案について関係理事者に補足説明を求め、詳細な説明の後、審査を行いました。 

 主な質疑の内容及び意見については、次のとおりであります。 

「令和２年度における主要な施策の成果に関する説明書」のうち、橋梁長寿命化

修繕事業について、具体的な工事内容はとの質問があり、藍住高架橋はコンクリー

トのひび割れの補修と剥落防止、落橋防止装置の修復を行った。中富大橋は鉄の本

体部塗装の塗り直し、コンクリート部分については、ひび割れの補修を行うとの説

明がありました。 

また、町内にはいくつの橋があり、修繕が必要な橋はいくつ残っているのかとの

質問があり、橋長が２メートル以上の橋は町内に１５９あり、５年ごとに点検を行

っている。点検の結果、早期に修繕が必要な橋は３橋あり、本年度修繕設計を実施

し、来年度から順次修繕していく計画になっているとの説明がありました。 

議第５５号「令和２年度藍住町水道事業会計決算書」の流動資産のうち、未収金
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について、使用料当年度６１６万９，３３０円は集金できていないではないのかと

の質問があり、決算上未収金となっているが、水道料金は３月から２月までの使用

料収入であり、４月以降も入ってくるため、最終的な収納率は９８、９９パーセン

トになっていくとの説明がありました。 

過年度使用料の未収金１，２１９万４，８４８円について、集金できる可能性が

ないということなのかとの質問があり、一部は納付誓約によって入金があり、減少

してきているとの説明がありました。 

また、貯蔵品とは何かとの質問があり、水道本管などの材料等であるとの説明が

ありました。 

議第５６号「令和２年度藍住町下水道事業会計決算書」のうち、下水道工事の現

在の進捗状況及び最近の工事状況について質問があり、現在第２期事業を行ってお

り、供用面積は１２９．２ヘクタール。今年度の事業費は１億１，８００万円の面

整備を行っている。現在の接続状況としては、下水道人口４，１５０人に対して下

水道接続率人口は２，１９７人、接続率は５２．９４パーセント。 

また、繰越事業として下水道事業に放流する中央クリーンステーションの事業を

行っているとの説明がありました。 

 審査の結果、付託された３議案については、全会一致で、いずれも原案のとおり

可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、９月８日に開催されました建設産業常任委員会における付託議案に対する

審査の結果であります。令和３年９月２２日、建設産業常任委員会委員長、近藤祐

司。以上であります。 

○議長（西川良夫君） 小休します。 

 午前１０時１３分小休 

 

〔小休中に消毒をする〕 

 

 午前１０時１４分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、森総務文教常任委員会委員長から報告を求めます。 

  森伸二君。                                                   

 〔総務文教常任委員会委員長、森伸二君登壇〕 
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●６番議員（森伸二君） 議長から委員長報告を求められましたので、ただいまか

ら、総務文教常任委員会に付託された２議案に対する審査の概要を御報告いたしま

す。 

 本委員会は、９月９日に開催し、髙橋町長ほか関係職員出席のもと、付託された

２議案について関係理事者に補足説明を求め、詳細な説明の後、審査を行いました。 

  主な質疑の内容及び意見については、次のとおりであります。 

議第５０号「令和２年度藍住町一般会計歳入歳出決算報告書」の（歳入）諸収入

のうち、貸付金元利収入について、不納欠損額が９５６万９，５７２円、収入未済

額が２，０２２万６，４５４円と多額になっているのはなぜかとの質問があり、不

納欠損額については、住宅新築資金等貸付金分で、滞納者に通知を送付したところ、

時効の援用通知書が提出されたことにより不納欠損をしたため。収入未済額につい

ては、住宅新築資金の貸付けと奨学金の償還金の残金を合計した金額であるとの説

明がありました。 

 「令和２年度決算附属書」のうち、臨時財政対策債について、基準財政需要額が

増加傾向であるのに対して、普通交付税の交付額は増えていない。このまま増え続

けると財政的に厳しくなるのではないかと思うが、町はどのように認識しているの

かとの質問があり、臨時財政対策債は国の財源不足分を町が借入れをして補填して

いるものであるが、基準財政需要額に償還分が算入されるため、収入額が多ければ

町の負担が増えてくると思っている。 

 また、臨時財政対策債の廃止を国に要望する動きが全国的にあるが、町はどのよ

うに考えているのかとの質問があり、そうした動きが全国的にあるようであれば、

町として、どのような対応ができるか研究してみたいとの説明がありました。 

 「令和２年度における主要な施策の成果に関する説明書」のうち、学校保健特別

対策事業について、調理場用以外にもスポットエアコンを整備しているがどういう

理由かとの質問がありました。調理場用以外のスポットエアコンの整備は、エアコ

ンの設置ができていない特別教室へ熱中症対策として汎用性の高いスポットエアコ

ンを整備したものとの説明がありました。 

 奥村家住宅修理事業について、奥村家の修復は全て終わったのかとの質問があり、

南寝床の改修のみ終わっているとの説明がありました。 

 また、いつ終わるのかとの質問があり、完成時期については未定であるとの説明

がありました。 
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審査の結果、付託された２議案については、全会一致でいずれも原案のとおり可

決すべきものと決定いたしました。 

 以上、９月９日に開催されました総務文教常任委員会における付託議案に対する

審査の結果であります。令和３年９月２２日、総務文教常任委員会委員長、森伸二。

以上でございます。 

○議長（西川良夫君） 小休します。 

 午前１０時１８分小休 

 

〔小休中に消毒をする〕 

 

 午前１０時１９分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

ただいまの報告のとおり、各常任委員会に付託されました全議案は、慎重に審査

され、全議案承認との報告がなされておりますが、これより、会議規則第４３条の

規定により、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。御質疑のある方は御

発議をお願いします。質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○議長（西川良夫君） 質疑がありませんので、議事を進めます。 

ただいま、議題となっております議第５０号から議第６１号までの１２議案につ

いては、各常任委員会において十分審議を尽くされたことと思いますので、討論を

省略し、直ちに原案のとおり議決したいと思います。 

これに御異議ありませんか、お諮りいたします。  

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。したがって、議第５０号｢令和２年度

藍住町一般会計歳入歳出決算の認定について｣から、議第６１号｢藍住町介護保険条

例の一部改正について｣ の１２議案については、原案のとおり可決されました。 

 

○議長（西川良夫君） 日程第１３、議第６２号｢藍住町教育委員会委員任命の同意

について｣を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

髙橋町長。 

〔町長 髙橋英夫君登壇〕 
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◎町長（髙橋英夫君） ただいま議長から提案理由の説明を求められましたので、

議第６２号「藍住町教育委員会委員任命の同意について」説明申し上げます。 

 氏名、奥村康人。任命年月日、令和３年１０月１日。氏名、森奥典子。任命年月

日、令和３年１０月１日であります。以上よろしく御同意を賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西川良夫君） 議第６２号につきましては、ただいま町長から説明があり

ましたように、本案は人事に関する案件でありますので、質疑、討論を省略し、直

ちに原案のとおり議決したいと思います。 

これに御異議ありませんか。お諮りいたします。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、議第６２号「藍住町教育委員会委員任命の同意について」は、原案

のとおり同意することに決定しました。 

 

○議長（西川良夫君） 日程第１４、議第６３号｢固定資産評価審査委員会委員選任

の同意について｣を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

髙橋町長。 

〔町長 髙橋英夫君登壇〕 

◎町長（髙橋英夫君） ただいま議長から提案理由の説明を求められましたので、

議第６３号｢固定資産評価審査委員会委員選任の同意について｣説明を申し上げます。 

 氏名、安宅恒夫。選任年月日、令和３年１０月１日でございます。以上よろしく

御同意を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西川良夫君） 議第６３号につきましては、ただいま町長から説明があり

ましたように、本案は人事に関する案件でありますので、質疑、討論を省略し、直

ちに原案のとおり議決したいと思います。 

これに御異議ありませんか。お諮りいたします。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。 

したがって、議第６３号「固定資産評価審査委員会委員選任の同意について」は、

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

小休します。 
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 午前１０時２３分小休 

 

〔小休中に消毒をする〕 

 

 午前１０時２４分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き会議を再開いたします。  

日程第１５、発議第７号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書」を議題とします。 

事務局長に議案を朗読させます。 

大塚議会事務局長。 

◎議会事務局長（大塚喜美枝君） （議案を朗読） 

○議長（西川良夫君） 本案について、提案理由の説明を求めます。 

森伸二君。 

〔森伸二君登壇〕 

●６番議員（森伸二君） 議長から提案理由の説明を求められましたので、発議第

７号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」

を読み上げて、提案理由の説明とさせていただきます。 

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書。 

 新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚

大な経済的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中

で、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直

面している。 

地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、

雇用対策、防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の

増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫られており、このためには、地方税財源

の充実が不可欠である。 

よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記

事項を確実に実現されるよう、強く要望する。 

１.令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革

の基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう

実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費
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が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、

十分な総額を確保すること。 

２.固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見

直しは、断じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染

症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、今回限りとする

こと。なお、経済的支援が必要な事業者等に対しては、国費による直接的な対策を

講じること。 

３.令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を

令和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。な

お、この措置を延長する場合は、減収額を全額国費で補填すること。 

４.令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨

時的軽減の延長については、慎重に判断し、なお延長する場合は、引き続き減収額

を全額国費で補填すること。 

５.炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税

として地方に税源配分すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。令和３年９月２２日。 

送付先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業

大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣。徳島県板野郡藍住町議会。 

以上、議員各位の賛同を得まして、議決を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

○議長（西川良夫君）これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○議長（西川良夫君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

○議長（西川良夫君） これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔討論なし〕      

○議長（西川良夫君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 

○議長（西川良夫君） これから、発議第７号「コロナ禍による厳しい財政状況に

対処し地方税財源の充実を求める意見書」を採決します。 
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 この採決は、起立によって行います。 

発議第７号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める

意見書」に賛成の方は、起立をお願いします。 

〔賛成者起立〕 

○議長（西川良夫君） 起立多数です。  

したがって、発議第７号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書」は、原案のとおり可決されました。  

なお、意見書については、速やかに関係機関へ送付をいたします。 

小休します。 

                          午前１０時３２分小休 

 

〔小休中に消毒をする〕 

 

                           午前１０時３３分再開 

○議長（西川良夫君） 小休前に引き続き、会議を再開いたします。 

日程第１６、諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」を議題とします。 

子氏、天谷法祐氏、近藤章子氏については適任であるとの答申をいたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長 （西川良夫君）異議なしと認めます。 

したがって、諮問第２号｢人権擁護委員候補者の推薦について｣は、お手元にお配

りしました意見のとおり、答申することに決定しました。 

 

○議長（西川良夫君） 最後に、「委員会の閉会中の継続調査の件」を議題としま

す。 

 各委員長から、目下、委員会において調査中の事件について、会議規則第７５条

の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続調査の申出が

あります。 

お諮りします。委員長から申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（西川良夫君） 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

 

○議長（西川良夫君） ここで、議会閉会前の御挨拶を髙橋町長からお願いいたし

ます。 

髙橋町長。 

〔町長 髙橋英夫君登壇〕  

◎町長（髙橋英夫君） ９月議会閉会に当たりまして、一言お礼を申し上げたいと

思います。去る、６日の開会から本日までの１７日間にわたり、御審議いただきま

したことに厚くお礼を申し上げます。また、この間、一般質問等におきまして、議

員各位から新型コロナウイルス感染症対応やワクチン接種対応を始め、福祉、教育

住環境問題、防災対策など幅広い分野において貴重な御意見、御提言を賜りました

ことを重ねてお礼を申し上げます。 

 今後も、議会を始め町民の皆様の御理解をいただきながら住民福祉の向上のため

行政の執行に努めてまいりたいと存じますので、どうかよろしくお願い申し上げま

す。 

 ９月も下旬となりますと、朝夕が随分と過ごしやすくなってまいりましたが、季

節の変わり目は体調を崩しやすい時期でもあります。どうか御自愛をいただきます

とともに、皆様の御健勝をお祈りいたしまして、閉会の挨拶といたします。どうも

ありがとうございました。 

 

○議長（西川良夫君） 以上で、本定例会に付されました案件は、全て終了しまし

た。 

議員、理事者各位におかれましては、御協力、誠にありがとうございました。こ

れをもちまして、令和３年第３回藍住町議会定例会を閉会いたします 

午前１０時３６分閉会 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定による署名者 
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藍住町議会議長  西川 良夫 

会議録署名議員  近藤 祐司 

会議録署名議員  紙永 芳夫 

 

 


